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はじめに 

 
 
平成 31・令和元年度の環境科学院の年次報告書を発行いたします。 

 

 平成 28年度より第３期中期目標期間に入り、本年度はその後半のスタートとなります。折

り返し点となります。北海道大学は、平成 17年に大学院組織に対して、教育を担う学院と教

員が所属して研究を行う研究院という二本立ての枠組みを導入いたしました。教育組織である

環境科学院はこの枠組みを活用し、地球環境科学研究院（平成 17年度発足）に、水産科学研

究院、低温科学研究所、電子科学研究所、触媒科学研究所、北方生物圏フィールド科学センタ

ー、北極域研究センターを加えた７部局の多くの教員の参画を得、さらにより包括的な環境科

学教育が可能な教育組織になっています。総勢 140余名の教員が参画した全学的・総合的な環

境科学の大学院として、昼夜を問わず、熱意を持って大学院生の教育、指導を行ってまいりま

した。設立後、10年以上の年月が過ぎましたが、すでに多くの修士課程ならびに博士後期課程

学生が巣立ち、ホームカミングデーをメインとして同窓会活動も活発になっています。また、

来たる第４期に向け、より充実した教育組織を作るべく、現在、学院の改組計画も進行中で

す。 

 本年度も全参画教員の連携のもと、正規カリキュラムの充実はもとより、外部資金によるさま

ざまな教育プログラムも推進してまいりました。本報告書の発行とともに、組織として教育、研

究活動を自己評価し、今後の当学院のさらなる発展に資したいと考えております。 

 

 

           北海道大学大学院環境科学院長 

             大原 雅 
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１ 沿革 

 
大学院環境科学研究科         
1977（昭和 52）年 
 
 

 4 月 1 日 大学院環境科学研究科が設置される 

 4 月 1 日 
環境計画学専攻修士課程，環境構造学専攻修士課程，社会環境学専攻修士課程，環境保全

学専攻修士課程が設置される 

 4 月 1 日 環境計画学専攻博士後期課程が設置される 

1978（昭和 53）年 4 月 1 日 環境構造学専攻博士後期課程が設置される 

1979（昭和 54）年 4 月 1 日 社会環境学専攻博士後期課程，環境保全学専攻博士後期課程が設置される 

1980（昭和 55）年  3 月 10 日 管理棟・研究棟（現在の A 棟）・実験棟（6,898 ㎡）竣工 

1987（昭和 62）年 10 月 17 日 大学院環境科学研究科創立 10 周年記念式典・祝賀会を開催 

1988（昭和 63）年  2 月 20 日 大学院環境科学研究科創立 10 周年記念公開シンポジウムを開催 

 
大学院地球環境科学研究科         
1993（平成 5）年  4 月 1 日 大学院地球環境科学研究科が設置される 

 4 月 1 日 
地圏環境科学専攻（修士課程，博士後期課程），生態環境科学専攻（修士課程，博士後期

課程），物質環境科学専攻（修士課程，博士後期課程）が設置される 

 7 月 14 日 アメリカ合衆国イリノイ大学大学院シカゴ校と部局間交流協定を締結 

1994（平成 6）年  4 月 1 日 大気海洋圏環境科学専攻修士課程が設置される 

1995（平成 7）年  3 月 16 日 インドネシア共和国パランカラヤ大学と部局間交流協定を締結 

1996（平成 8）年   2 月 9 日 
英国（イギリス）ノッティンガム大学と部局間交流協定を締結 

（～2002(平成 14)年 2 月 6日） 

 4 月 1 日 大気海洋圏環境科学専攻博士後期課程が設置される 

12 月 2 日 研究棟（現在の B 棟）（第一期 4,580㎡）竣工 

1997（平成 9）年 10 月 1 日 大韓民国ソウル大学校と大学間交流協定を締結                   

10 月 17 日 ネパール連邦民主共和国トリブバン大学科学技術研究科と部局間交流協定を締結 

11 月 17 日 中華人民共和国蘭州大学資源環境学院と部局間交流協定を締結 

1998（平成 10）年 
 1 月 16 日 

マレーシア マレーシア・サバ大学科学技術研究科と部局間交流協定を締結      

（～ 2003（平成 15）年 1 月 15 日） 

2000（平成 12）年  3 月 27 日 研究棟（現在の C 棟）（第二期 5,282㎡）竣工 

10 月 25 日 大韓民国釜慶大学校と大学間交流協定を締結                    

2003（平成 15）年 9 月 29 日 大学院地球環境科学研究科創立 10 周年記念シンポジウム・祝賀会を開催 

 
 
大学院環境科学院     
2005（平成 17）年  4 月 1 日 大学院地球環境科学研究院が設置される 

4 月 1 日 大学院環境科学院が設置される 

 4 月 1 日 
大学院環境科学院に環境起学専攻（修士課程，博士後期課程），地球圏科学専攻（修士課

程，博士後期課程），生物圏科学専攻（修士課程，博士後期課程），環境物質科学専攻

（修士課程，博士後期課程）が設置される                     
2006（平成 18）年 8 月 26 日 インドネシア共和国パランカラヤ大学と大学間交流協定を締結 

2007（平成 19）年  6 月 13 日 スイス連邦スイス連邦工科大学と大学間交流協定を締結 

11 月 12 日 ロシア連邦 ロシア極東国立大学と大学間交流協定を締結               

2009（平成 21）年 1 月 9 日 オーストラリア連邦タスマニア大学と大学間交流協定を締結              

12 月 24 日 講義棟（614 ㎡）竣工 
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2010（平成 22）年 2 月 11 日 ドイツ連邦共和国ブレーメン大学と大学間交流協定を締結             

3 月 31 日 大学院環境科学院のコースを一部廃止 

4 月 9 日 中華人民共和国蘭州大学と大学間交流協定を締結                 

9 月 2 日 
中華民国（台湾）国立成功大学と部局間交流協定を締結              

（～2016(平成 28)年 3 月 31 日） 

10 月 24 日 ネパール連邦民主共和国トリブバン大学と大学間交流協定を締結 

10 月 29 日 中華人民共和国東南大学と大学間交流協定を締結 

10 月 アメリカ合衆国ハワイ大学マノア校との大学間交流協定に参画           

11 月 25 日 中華人民共和国厦門大学と大学間交流協定を締結                 

2011（平成 23）年 2 月 3 日 中華人民共和国中国海洋大学と大学間交流協定を締結               

4 月 1 日 大学院地球環境科学研究院の分野を一部再編，大学院環境科学院のコースを一部再編 

4 月 13 日 (株)星野リゾート・トマムとの間で連携協定を締結 

10 月 13 日 中華人民共和国西北農林科技大学と大学間交流協定を締結             

12 月 15 日 環境中間支援会議・北海道との間で連携協定を締結 

2012（平成 24）年 1 月 フィンランド共和国オウル大学との大学間交流協定に参画             

3 月 14 日 中華民国（台湾）国立中興大学と大学間交流協定を締結              

4 月 2 日 ロシア連邦 北東連邦大学と大学間交流協定を締結                

5 月 31 日 
ドイツ連邦共和国 GEOMAR | Helmholtz Centre for Ocean Research Kiel と部局間交流

協定を締結                                 

6 月 25 日 
中華民国（台湾）国立東華大学環境学院と部局間交流協定を締結 

（～2018(平成 30)年 3 月 19 日）  

9 月 21 日 (株)星野リゾート・トマム及び占冠村との間で連携協定を締結 

12 月 27 日 大韓民国成均館大学校と大学間交流協定を締結                  

2013（平成25）年 
 1 月 22 日 アメリカ合衆国ユタ大学大学院・ナノ研究所と部局間交流協定を締結        

1 月 23 日 中華民国（台湾）国立成功大学と大学間交流協定を締結              

 7 月 29 日 北海道コカ・コーラボトリング株式会社との間で連携協定を締結 

2014（平成26）年 2 月 5 日 マレーシア マレーシア・サバ大学熱帯生物保全研究所と部局間交流協定を締結   

3 月 20 日 インドネシア共和国バンドン工科大学と大学間交流協定を締結 

７月 16 日 フィリピン共和国フィリピン大学と大学間交流協定を締結             

9 月 29 日 マレーシア マレーシア大学テレンガヌ校海洋科学・環境科学部と部局間交流協定を締結 

2015（平成27）年 2 月 16 日 ノルウェー王国オスロ大学地球科学科と部局間交流協定を締結           

12 月 28 日 中華人民共和国香港科技大学理学院と部局間交流協定を締結 

2016（平成28）年 
3 月 17 日 

アメリカ合衆国カリフォルニア大学サンディエゴ校スクリプス海洋研究所と部局間交流協

定を締結 

4 月 12 日 マレーシア マレーシア・サバ大学と大学間交流協定を締結 

2017（平成29）年 6 月 7 日 中華民国（台湾）国立東華大学と大学間交流協定を締結 

7 月 13 日 ノルウェー王国オスロ大学数学・自然科学部と部局間交流協定を締結 

10 月 23 日 中華人民共和国華東師範大学地球科学部と部局間交流協定を締結 

10 月 26 日 イタリア共和国トリノ大学農学，森林科学及び食品科学部と部局間交流協定を締結 

2018（平成30）年 1 月 15 日 インド インド工科大学ボンベイ校と大学間交流協定を締結 

2 月 27 日 インドネシア共和国イスラム大学数学・自然科学部と部局間交流協定を締結 

3 月 26 日 インド インド工科大学マドラス校と大学間交流協定を締結 

4 月 2 日 インド インド工科大学ハイデラバード校と大学間交流協定を締結 

7 月 26 日 ロシア連邦 北東連邦大学と部局間交流協定を締結 
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2019（令和元）年 10 月 15 日 中華人民共和国武漢紡織大学化学・化学工学院と部局間交流協定を締結 

2020（令和 2）年 2 月 27 日 タイ王国ヴィデャシリメディ科学技術大学と学術交流協定を締結 

 
 
 
 
２ 歴代研究科長，学院長・研究院長 

 
職  名 氏  名 在  任  期  間 

大学院環境科学研究科長 関   清 秀  1977（昭和 52）年 4 月 1 日～1979（昭和 54）年 3 月 31 日 

高 桑 栄 松  1979（昭和 54）年 4 月 1 日～1980（昭和 55）年 3 月 31 日 

明 道   博  1980（昭和 55）年 4 月 1 日～1982（昭和 57）年 3 月 31 日 

太 田   實  1982（昭和 57）年 4 月 1 日～1986（昭和 61）年 3 月 31 日 

伊 藤 浩 司  1986（昭和 61）年 4 月 1 日～1990（平成 2） 年 3 月 31 日 

黒 柳 俊 雄  1990（平成 2） 年 4 月 1 日～1992（平成 4） 年 3 月 31 日 

小 島   豊  1992（平成 4） 年 4 月 1 日～1993（平成 5） 年 3 月 31 日 

大学院地球環境科学 

研究科長 

堀     浩  1993（平成 5） 年 4 月 1 日～1995（平成 7） 年 3 月 31 日 

戸 倉 清 一  1995（平成 7） 年 4 月 1 日～1998（平成 10）年 3 月 31 日 

西   則 雄  1998（平成 10）年 4 月 1 日～2002（平成 14）年 3 月 31 日 

池 田 元 美  2002（平成 14）年 4 月 1 日～2005（平成 17）年 3 月 31 日 

大学院環境科学院長・ 

大学院地球環境科学 

研究院長 

池 田 元 美  2005（平成 17）年 4 月 1 日～2007（平成 19）年 3 月 31 日 

岩 熊 敏 夫  2007（平成 19）年 4 月 1 日～2009（平成 21）年 3 月 31 日 

南 川 雅 男  2009（平成 21）年 4 月 1 日～2011（平成 23）年 3 月 31 日 

嶋 津 克 明  2011（平成 23）年 4 月 1 日～2013（平成 25）年 9 月 30 日 

久 保 川 厚  2013（平成 25）年 10 月 1 日～2017（平成 29）年 9 月 30 日 

大 原   雅 2017（平成 29）年 10 月 1 日～ 
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３ 教員組織 
学院長   大原  雅 
副学院長 小西 克明 
学院長補佐 露崎 史朗 
学院長補佐 谷本 陽一 

31.4.1現在 

専   攻 コ ー ス 教   授 准 教 授 講   師 助   教 助   手 

環境起学専攻 
 

専攻長 
沖野 龍文 

人間・生態 
システム 

露崎 史朗 
渡邉 悌二  

藤井 賢彦 
石川  守 
白岩 孝行 
佐藤 友徳 
根岸淳二郎 
早川 裕弌 

 先崎 理之 
川西 亮太  

 

環境適応科学 
野呂 真一郎 豊田 和弘  

 
 

実践環境科学 
山中 康裕 

 
 

 
 

国際環境保全 

沖野 龍文 藏崎 正明  ラム，アバタル 
ガルシア 
モリノス， 
ホルヘ 

 

地球圏科学 
専攻 

 
専攻長 

鈴木 光次 

生物地球化学 

杉本 敦子 
力石 嘉人 

鈴木 光次 

山本 正伸 
山下 洋平 
西岡  純 
渡辺  豊 
関   宰 
亀山 宗彦 

 入野 智久 
宮﨑 雄三 

滝沢 侑子  

 

雪氷・寒冷圏

科学 

渡辺  力 
グレーベ， 

ラルフ・ 
ギュンター 
杉山  慎 

飯塚 芳徳  石井 吉之 
曽根 敏雄 
的場 澄人 
下山  宏 
ポドリスキ，

エブゲニ 

 

大気海洋物理 
学・気候力学 

久保川 厚 
長谷部文雄 

谷本 陽一 
大島慶一郎 
江淵 直人 
三寺 史夫 
深町  康 

藤原 正智 
青木  茂 
堀之内 武 

中村 知裕 水田 元太 
豊田 威信 
川島 正行 
平野 大輔 
中山 佳洋 
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専   攻 コ ー ス 教   授 准 教 授 講   師 助   教 助  手 

生物圏科学 
専攻 

 
専攻長 

鈴木  仁  

多様性生物学 
 工藤  岳  久保 拓弥  

生態遺伝学 
大原  雅 
鈴木  仁 

越川 滋行  早川 卓志 吉田 磨仁 

分子生物学 

福井  学 
森川 正章 
山口 良文 

笠原 康裕 
落合 正則 
山崎 健一 
三輪 京子 

 小島 久弥 
寺島 美亜 
鷲尾 健司 

 

植物生態学 
原 登志彦 隅田 明洋  小野 清美 

長谷川成明 
 

動物生態学 
野田 隆史 小泉 逸郎  大舘 智志  

海洋生物生産 
工藤  勲 清水 宗敬 

芳村  毅 
浦  和寛 

   

水圏生物学 

本村 泰三 

山羽 悦郎 
仲岡 雅裕 
宮下 和士 

宗原 弘幸 
長里千香子 
四ツ倉典滋 
三谷 曜子 
伊佐田智規 

 山本  潤 
傳法  隆 

 

 

森林圏フィール

ド科学 

佐藤 冬樹 
日浦  勉 
齊藤  隆 
柴田 英昭 
吉田 俊也 

車  柱榮 
揚妻 直樹 

高木健太郎 
内海 俊介 
中路 達郎 
岸田  治 
中村 誠宏 
福澤加里部 
小林  真 

 野村  睦 
 

 

耕地圏科学 
荒木  肇 星野洋一郎 

河合 正人 
 平田 聡之 

三谷 朋弘 
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専   攻 コ ー ス 教   授 准 教 授 講   師 助   教 助  手 

環境物質科学

専攻 
 

専攻長 
神谷 裕一 

生体物質科学 
松田 冬彦 山田 幸司 

梅澤 大樹 
 諸角 達也  

ナノ環境材料 

小西 克明 
八木 一三 
神谷 裕一 

廣川  淳 
七分 勇勝 
加藤  優 

 中田  耕 
大友 亮一 

 

光電子科学 

中村 貴義 
ビジュ， 
ヴアスデヴア

ン ピライ 

髙野 勇太 
久木 一朗 

 柚山 健一 
髙𣘺𣘺 仁德 

 
 

環境触媒化学 

大谷 文章 コワルスカ， 
エバ カタルツ

ィーナ 

 高島  舞  

※ 斜体は特任教員・ゴシックは再雇用教員を示す。 

 
 
 
 
 
４ 事務組織                                 

31.4.1現在 
環境科学事務部 担 当 係 長 主 任 一般職員 契約職員等 

事務長 
長野 剛志 

総 務 
徳田 歳広 

山下 昌利 
山形 直子 名取 晴香 

斉藤 利奈（事務補助員） 

竹内 梨絵（事務補助員） 

教 務 佐藤 有希 木下 真純 岸  紘子 
佐野万里子（事務補助員） 

疋田 摩美（事務補助員） 

会 計 大久保 恵  
五十嵐香里 

木村 晃平 
村家 陽子（事務補助員） 

図 書 小林流美子       

 
 
 
 
 

 
 

  

 
研究院長室秘書 

 
明戸 要枝（事務補佐員） 
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５ 各種委員会 
                                                   31.4.1現在 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員会名 環境起学 地球圏科学 生物圏科学 環境物質 
科学 

副学院長 
学院長補佐 職指定 

事務 
選出 
委員 

事務 
所掌 

備
考 

専攻長 
会議 沖野 龍文 鈴木 光次 鈴木  仁 神谷 裕一 副学院長 

学院長補佐 学院長 専攻長   総務
担当 

申合

せで

明記 

学院人事
委員会 沖野 龍文 鈴木 光次 鈴木  仁 神谷 裕一 副学院長 

学院長補佐 学院長 専攻長   総務
担当  

教務 
委員会 沖野 龍文 鈴木 光次 鈴木  仁 神谷 裕一 副学院長 

学院長補佐 学院長 専攻長 全学教
務委員  教務

担当 
内規

で 
明記 

入学試験 
委員会 沖野 龍文 鈴木 光次 鈴木  仁 神谷 裕一 副学院長 

学院長補佐 学院長 専攻長   教務
担当 

内規

で 
明記 

点検評価
委員会 沖野 龍文 鈴木 光次 鈴木  仁 神谷 裕一 副学院長 

学院長補佐 学院長 専攻長  事務長 総務
担当 

内規

で 
明記 

将来計画
委員会 沖野 龍文 鈴木 光次 鈴木  仁 神谷 裕一 副学院長 

学院長補佐 学院長 専攻長   総務
担当  

安全管理
委員会 沖野 龍文 鈴木 光次 鈴木  仁 神谷 裕一 副学院長 

学院長補佐 学院長 専攻長  事務長 会計
担当  

広報 
委員会 渡辺 悌二 山本 正伸 長谷川成明 加藤  優  学院長    総務

担当  

WEB 
サイト 
管理 
委員会 

露崎 史朗
佐藤 友徳 

宮崎 雄三 
水田 元太 

吉田 麿仁
久保 拓弥 

加藤  優 
高野 勇太 学院長補佐     総務

担当 
各専

攻２

名 

学生 
委員会 藏崎 正明 谷本 陽一 三輪 京子 神谷 裕一 学院長補佐   全学学

生委員  教務
担当 

内規

で 
明記 

留学生 
委員会 沖野 龍文 鈴木 光次 鈴木  仁 神谷 裕一 副学院長 

学院長補佐 学院長  
英語プログ

ラム運営委

員会委員長 
 教務

担当 
内規

で 
明記 

ハラスメ
ント防止
委員会 

沖野 龍文 鈴木 光次 鈴木  仁 神谷 裕一 副学院長 
学院長補佐 学院長 専攻長 

全学ハラス

メント予防

推進員 
 教務

担当  

英語プロ
グラム運
営委員会 

藤井 賢彦 杉本 敦子 鈴木  仁 八木 一三 学院長、副学院長、学
院長補佐から１名  

学院長が必

要と認める

者 
 教務

担当  

コース 
代表教員 

渡辺 悌二 
野呂真一郎 
山中 康裕 
藏崎 正明 

亀山 宗彦 
江淵 直人 
渡辺  力 

工藤  岳 
越川 滋行 
隅田 明洋 
小泉 逸郎 
森川 正章 
工藤   勲 
宗原 弘幸 
齊藤  隆 
荒木  肇 

梅澤 大樹 
八木 一三 
中村 貴義 
大谷 文章 
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Ⅱ 学生の受入 
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６ 入学試験 
 
平成３１（令和元）年度 

特別推薦入試：修士課程（博士前期課程）生物圏科学専攻・環境物質科学専攻 
平成３０年 ５月２８日（月） 

 
秋季入試：博士後期課程   平成３０年 ８月２３日（木） 

２４日（金） 
      修士課程（博士前期課程）  平成３０年 ８月２３日（木） 

２４日（金） 
 

秋季推薦／特別入試：修士課程（博士前期課程） 
平成３０年１１月２１日（水） 

 
春季入試：博士後期課程   平成３１年 ２月２８日（木） 
     修士課程（博士前期課程）  平成３１年 ２月２８日（木） 

３月 １日（金） 
 

１０月入学入試：博士後期課程  令和 元年 ８月２２日（木） 
２３日（金） 

            修士課程（博士前期課程） 令和 元年 ８月２２日（木） 
２３日（金） 

 
 
入試説明会 

 第１回      平成３０年 ５月１９日（土） 
２０日（日） 
２２日（火） 

第２回      平成３０年１０月２８日（日） 
                          １０月３０日（火） 

 第３回      平成３０年１２月 ４日（火） 
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７ 学生定員と現員の推移 

７−１ 入学定員 
①  博士後期課程           （単位：人） 

専攻 定員数 
環境起学専攻 15 
地球圏科学専攻 14 
生物圏科学専攻 23 
環境物質科学専攻 11 

計 63 

 
②  修士課程（博士前期課程）     （単位：人） 

専攻 定員数 
環境起学専攻 44 
地球圏科学専攻 35 
生物圏科学専攻 52 
環境物質科学専攻 28 

計 159 

 
 
 

７−２ 入学者数 
① 博士後期課程 

（単位：人（％）） 
専 攻 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

環境起学専攻 12（80％） 10（67％） 8（53％） 11 （73％） 11 （73％） 

地球圏科学専攻 11（79％） 7（50％） 5（36％） 7 （50％） 8 （57％） 

生物圏科学専攻 18（78％） 12（52％） 13（57％） 18 （78％） 8 （35％） 

環境物質科学専攻 9（82％） 5（46％） 7（64％） 12（109％） 14（127％） 

計 50（79％） 34（54％） 33（52％） 48 （76％） 41 （65％） 

 
② 修士課程（博士前期課程） 

（単位：人（％）） 
専 攻 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

環境起学専攻 42 （96％） 46（105％） 40（91％） 29（66％） 41（93％） 

地球圏科学専攻 31 （89％）  26 （74％） 42（120％） 29（83％）  27（77％）  

生物圏科学専攻 69（133%） 43 （83％） 56（108％） 53（102％） 54（104％） 

環境物質科学専攻 24 （86％）  31（111％） 30（107％） 31（111％） 35（125％） 

計 166（104％） 146 （92％）  168（106％）  142（89％） 157（99％）  

（注１）（ ）は，入学定員に対する充足率を示す。 

（注２）１０月入学者数を含む。 
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７−３ 在籍者数 
 
① 博士後期課程 

（単位：人） 
専 攻 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

環境起学専攻 43     42     46     45     44     
地球圏科学専攻 39     37     28     29     26     
生物圏科学専攻 65     62     55     59     53     
環境物質科学専攻 28     23     26     23     26     

計 175     164     155     156     149     

 
② 修士課程（博士前期課程） 

（単位：人） 
専 攻 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

環境起学専攻 75     84     96     84     78     
地球圏科学専攻 51     62     68     75     64     
生物圏科学専攻 119     114     102     107     114     
環境物質科学専攻 61     59     56     60     68     

計 306     319     322     326     324     
（注）各年度５月１日現在の数 
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８ 留学生数の推移と支援体制 
 
８－１ 留学生数（全体） 
 
① 博士後期課程 

（単位：人） 
専 攻 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 

環境起学専攻 23 21 26 25 30 
地球圏科学専攻 15 15 14 13 13 
生物圏科学専攻 11 10 12 12 12 
環境物質科学専攻 10 8 12 13 17 

計 59 54 64 63 72 

 
② 修士課程（博士前期課程） 

（単位：人） 
専 攻 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 

環境起学専攻 37     51     63     52     44     
地球圏科学専攻 4     7     6     7     7     
生物圏科学専攻 12     12     5     8     12     
環境物質科学専攻 6     5     5     14     20     

計 59     75     79     81     83     
（注）各年度５月１日現在の数 
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８−２ 留学生数（国別）  

（単位：人） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
注）平成３１年５月１日現在の数 

 
  

地域 日本語による 
国名・地域名 

留学生数 
博士後期 修士 

アジア 

インド 7 2 
インドネシア 2 3 
マレーシア 1 1 
ミャンマー 1 0 
韓国 2 0 
香港 1 0 
タイ 1 1 
ベトナム 4 0 
台湾 1 0 
中国 24 58 
ネパール 3 0 
バングラデシュ 12 4 
フィリピン 1 3 

アフリカ 

アンゴラ 0 1 
アルジェリア 0 1 
ザンビア 0 1 
タンザニア 1 0 
マラウィ 0 2 
ナイジェリア 3 1 
モザンビーク 1 0 
マダガスカル 2 0 
南アフリカ 0 2 

北米 
アメリカ 1 0 
カナダ 1 0 

ヨーロッパ 

フランス 1 0 
ハンガリー 1 0 
ロシア 1 1 
フィジー 0 1 
トンガ 0 1 
計 72 83 
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８−３ 留学生の支援体制 

 
（１）英語プログラム（EPEES: English Program of Environmental Earth Science for a  

Sustainable Society）による留学生の受入 
 

現地面接等による渡日前入学制度を利用して５名（修士課程２名，博士後期課程３名）が

入学した。 
 
（２）SDGsグローバルリーダーコースの設定 
 

JICAが設定する審査様式や選考日程に沿って，留学生の募集・選考（大学情報の作成や

書類審査とテレビ会議による面接）を実施し，平成３１年１０月に研究生１名が入学し

た。 
 
（３）北海道大学私費外国人留学生特待プログラムによる博士後期課程学生の支援 
 

北海道大学が入学金・学費相当額を支援，受入れ研究者が年間１００万円を超える研究補

助員経費を負担する制度により，１１名（継続６名，新規５名）の私費留学生を受入れた。

年度末に研究発表会を行った。地球環境科学研究院では，毎年２名相当分について教員共

通経費を充てる制度を設けている。 
 
（４）JASSO 海外留学支援制度による短期留学生の受入 
 

「持続的国際環境保全を担う次世代人材育成とそのネットワーク化」として，７名の留学

生を受け入れた。 
 
（５）大学の世界展開力強化事業 RJE3 プログラムによる特別聴講学生の受入 

極東・北極圏の持続可能な環境・文化・開発を牽引する専門家集団を育成する取組みとし

て，本学院では５名の留学生を受け入れた。 

 
 

 
 

 

 
 

  



 - 17 - 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 教育活動 
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９ 専攻・コース編成 

 
環 境 起 学 専 攻（４コース） 

人間・生態システムコース 
環境適応科学コース 
実践環境科学コース 
国際環境保全コース 

 
地球圏科学専攻（３コース） 

生物地球化学コース 
大気海洋物理学・気候力学コース 
雪氷・寒冷圏科学コース 

 
生物圏科学専攻（９コース） 

多様性生物学コース 
生態遺伝学コース 
分子生物学コース 
植物生態学コース 
動物生態学コース 
海洋生物生産学コース 
水圏生物学コース 
耕地圏科学コース 
森林圏フィールド科学コース 

 
環境物質科学専攻（４コース） 

生体物質科学コース 
ナノ環境材料コース 
光電子科学コース 
環境触媒化学コース 
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１０ カリキュラム編成 

 
修了要件 
修士課程：必修科目１２単位を含み，合計３０単位以上修得することを修了の要件とする。 

ただし，環境物質科学専攻においては，必修科目１８単位，選択必修科目から８単

位以上を含み，合計３０単位以上を修得すること。なお，環境物質科学実習Ⅰ及び

環境物質科学実習Ⅱの単位は，修了に必要な単位数に算入することができない。 
博士後期課程：必修科目１２単位を修得すること。 
 
 
環境起学専攻 

修士課程 

（必修科目） 

・ 環境起学論文講読Ⅰ ４単位 

・ 環境起学特別研究Ⅰ ８単位 

（選択科目） ※基礎論・総論・特論・特別講義は２単位 

・ 環境科学基礎論 国際環境保全学総論 自然環境学総論 環境解析学総論 環境適応学総

論 実践環境科学総論Ⅰ 実践環境科学総論Ⅱ 環境汚染比較特論 地生態資源学特論 

気候変動影響特論 水循環学特論 環境情報地理学特論 水資源学特論 流域環境学特論 

環境保全学特論 寒冷陸圏環境学特論 環境適応学特論 環境計量学特論 実践環境科学

特論 国際科学コミュニケーション法特論 環境科学英語ライティング特論 

・ 環境起学特別講義Ⅰ 環境起学特別講義Ⅱ 環境起学特別講義Ⅲ 

・ 環境解析法演習Ⅰ（２単位） 環境解析法演習Ⅱ（２単位） 山岳環境観測法実習（４単

位） 統合自然環境調査法実習（２単位） 統合環境地理調査法実習（４単位） 統合環

境分析法実習（４単位） 環境起学基礎演習（１単位） 実践環境科学演習Ⅰ（１単位） 

実践環境科学演習Ⅱ（１単位） 実践環境科学実習Ⅰ（１単位） 実践環境科学実習Ⅱ

（１単位） 実践環境科学インターンシップⅠ（２単位） 実践環境科学インターンシッ

プⅡ（２単位） 
 

博士後期課程 
（必修科目） 
・ 環境起学論文講読Ⅱ ４単位 
・ 環境起学特別研究Ⅱ ８単位 
 
 
地球圏科学専攻 

修士課程 
（必修科目） 
・ 地球圏科学論文講読Ⅰ ４単位 
・ 地球圏科学特別研究Ⅰ ８単位 
（選択科目） ※基礎論・特論・特別講義は２単位 
・ 古環境学基礎論 地球雪氷学基礎論 大気海洋物理学基礎論 大気海洋化学基礎論 
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・ 古海洋学特論 対流圏化学特論 陸圏物質循環学特論 古気候変動学特論 大気圏化学特

論 化学海洋学特論 海洋生物地球化学特論 環境分析化学特論 生物地球科学特論 氷

河・氷床学特論 雪氷水文学特論 寒冷圏気象・気候学特論 理論雪氷学特論 大気環境

科学特論 極域海洋学特論 大気力学特論 海洋力学特論 気候変動特論 気候動モデリ

ング特論 地球流体力学特論 大気海洋解析法特論 遠隔情報学特論 
・ 地球圏科学特別講義Ⅰ 地球圏科学特別講義Ⅱ 地球圏科学特別講義Ⅲ 地球圏科学特別

講義Ⅳ 
・ 地球圏科学演習Ⅰ（４単位） 地球圏科学演習Ⅱ（４単位） 地球圏科学実習Ⅰ（４単

位） 地球圏科学実習Ⅱ（４単位） 地球雪氷学実習Ⅰ（２単位） 地球雪氷学実習Ⅱ

（２単位） 
 
博士後期課程 
（必修科目） 
・ 地球圏科学論文講読Ⅱ ４単位 
・ 地球圏科学特別研究Ⅱ ８単位 
 
 
生物圏科学専攻 

修士課程 
（必修科目） 
・ 生物圏科学論文講読Ⅰ ４単位 
・ 生物圏科学特別研究Ⅰ ８単位 
（選択科目） ※基礎論・特論・特別講義は２単位 
・ 多様性生物学基礎論 生態学基礎論 分子生物学基礎論 海洋生物環境学基礎論 フィー

ルド科学基礎論 生物生産学基礎論 
・ 多様性生物学特論Ⅰ 多様性生物学特論Ⅱ 生態遺伝学特論Ⅰ 生態遺伝学特論Ⅱ 環境

分子生物学特論Ⅰ 環境分子生物学特論Ⅱ 植物生態学特論Ⅰ 植物生態学特論Ⅱ 動物

生態学特論Ⅰ 動物生態学特論Ⅱ 海洋生物圏環境科学特論Ⅰ 海洋生物圏環境科学特論

Ⅱ 水圏科学特論Ⅰ 水圏科学特論Ⅱ 森林圏科学特論Ⅰ 森林圏科学特論Ⅱ 森林圏科

学特論Ⅲ 森林圏科学特論Ⅳ 耕地圏科学特論Ⅰ 耕地圏科学特論Ⅱ 
・ 生物圏科学特別講義Ⅰ 生物圏科学特別講義Ⅱ 
・ 生物圏科学実習Ⅰ（４単位） 生物圏科学実習Ⅱ（４単位） フィールド科学特別実習Ⅰ

（１単位） フィールド科学特別実習Ⅱ（１単位） 
 
博士後期課程 
（必修科目） 
・ 生物圏科学論文講読Ⅱ ４単位 
・ 生物圏科学特別研究Ⅱ ８単位 
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環境物質科学専攻 

修士課程 
（必修科目） 
・ 環境物質科学論文講読Ⅰ ４単位 
・ 環境物質科学特別研究Ⅰ ８単位 
・ 環境物質科学基礎論Ⅰ 環境物質科学基礎論Ⅱ 環境物質科学基礎論Ⅲ 各２単位 
（選択必修科目）各２単位 
・ 分子環境学特論Ⅰ 生体物質化学特論Ⅰ 生体物質化学特論Ⅱ ナノ環境材料化学特論Ⅰ 

ナノ環境材料化学特論Ⅱ ナノ環境材料化学特論Ⅲ 光電子科学特論Ⅰ 光電子科学特論

Ⅱ 環境触媒化学特論Ⅰ 環境触媒化学特論Ⅱ 
（選択科目） ※実習は４単位，特論は２単位，特別講義は１単位 
・ 分子環境学特論Ⅱ 分子環境学特論Ⅲ 
・ 環境物質科学特別講義Ⅰ 環境物質科学特別講義Ⅱ 環境物質科学特別講義Ⅲ 環境物質

科学特別講義Ⅳ 
・ 環境物質科学実習Ⅰ 環境物質科学実習Ⅱ 
 
博士後期課程 
（必修科目） 
・ 環境物質科学論文講読Ⅱ ４単位 
・ 環境物質科学特別研究Ⅱ ８単位 
 

 

 
環境科学院共通科目 

修士課程 
（選択科目） 

・環境科学総論 （２単位） 環境科学研究基礎論（１単位） 

・国際環境科学実習Ⅰ（１単位） 国際環境科学実習Ⅱ（１単位） 国際環境科学研究Ⅰ（２

単位） 国際環境科学研究Ⅱ（２単位） 

 

博士後期課程 

（選択科目） 

・国際環境科学特別研究Ⅰ（２単位） 国際環境科学特別研究Ⅱ（２単位） 国際環境科学特

別研究Ⅲ（２単位） 
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１１ 本学大学院（環境科学院以外）での講義・演習 

 

環境起学専攻 

部局等名 授業科目名 
単

位

数 
責任教員 本学院における 

担当教員 

本学院教

員の担当

コマ数（1
コマ＝1.5
時間） 

高等教育 発展途上国からの留学生と学ぶ

理科系英語 2 豊田 和弘 豊田 和弘 15 

全学教育 気候変動を科学する 2 谷本 陽一 山中 康裕 1 

全学教育 グローバル環境科学入門 2 山中 康裕 山中 康裕 ２ 

高等教育 グローバル環境科学入門 2 山中 康弘 

山中、白岩、 
渡辺、藤井、 
沖野、蔵崎、 
野呂、豊田、 
佐藤、早川、 
根岸、露崎  

15 

保健科学院 衛生学実験 1 斎藤  健 蔵崎 正明 12 

国際連携本部 Introduction to Environmental 
Earth Science (HUSTEP) 2 露崎 史朗 蔵崎 正明 3 

 
 
地球圏科学専攻 

 なし 
 

 

生物圏科学専攻 

部局等名 授業科目名 
単

位

数 
責任教員 本学院における 

担当教員 

本学院教

員の担当

コマ数（1
コマ＝1.5
時間） 

生命科学院 
生命科学特別講義Ⅱ（国際） 

（研究発表と論文執筆の技術） 
2 田中 亮一 三輪 京子 1 

理学院 多様性生物学研究法 2 増田 隆一 
鈴木  仁 １ 

四ツ倉典滋 1 

農学院 実践農学総論 1 小林 泰男 
星野洋一郎 2 

河合 正人 1 

水産科学院 

海洋応用生命科学特別実習 II

（ノルウェー・ベルゲン大学で

の持続的なサケ・マス増養殖に

関するサマーコース） 

2 佐伯 宏樹 清水 宗敬 10 
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環境物質科学専攻  

部局等名 授業科目名 
単

位

数 
責任教員 本学院における 

担当教員 

本学院教

員の担当

コマ数（1
コマ＝1.5
時間） 

全学教育 一般教養演習 2 鈴木 明大 高橋 仁徳 3 

電子科学研究所 

「環境と人間」ナノテクノロジ

ーが拓く光・マテリ 

アル革命 

2 居城 邦治 中村 貴義 1 

国際本部 
国際交流Ⅱ 
Planet Earth and Environmental 
Footprint 

2 
Biju 

Vasudevan 
Pillai 

Biju 
Vasudevan 

Pillai 
15 
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１２ 大学院共通授業科目での講義・演習 
 

環境起学専攻 

講義名 
単

位

数 
責任教員 

 
本学院における 

担当教員 

本学院教

員の担当

コマ数（1
コマ＝1.5
時間） 

大学院共通授業科目：PARE 基礎論 I 1 波多野隆介 沖野 龍文 1.5 

環境汚染の調査と評価・修復の実践 1 石塚真由美 豊田 和弘 1 

PARE 基礎論 IV 1 藤井 賢彦 藤井 賢彦 
1 
 

再生可能エネルギー総論 2 藤井 賢彦 

藤井 賢彦 

ビジュ バスデバ

ン ピライ 

先崎 理之 

⼋⽊ ⼀三 

⼤⾕ ⽂章 

森川 正章 

14 

（一般科目）：自然科学・応用科学 

環境科学総論 
2 渡邉 悌二 

渡邉 悌二 

露崎 史朗 

佐藤 友徳 

藏﨑 正明 

10 

大学院共通授業科目（複合領域）：ヤクーツク実

習(RJE3)：北極域永久凍土生態系実習 
2 杉本 敦子 佐藤 友徳 1 

環境科学総論（日本語版） 2 山中 康裕 山中 康裕 13 

実践環境科学チーム活動演習 1 山中 康裕 山中 康裕 15 

実践環境科学チーム活動実習 1 山中 康裕 山中 康裕 15 

南極学特別実習 I 2 杉山  慎 白岩 孝行 5 

南極学特別実習 III 2 杉山  慎 白岩 孝行 2 

南極学特別実習 IV 2 飯塚 芳徳 白岩 孝行 15 
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地球圏科学専攻 

講義名 

単

位

数 

責任教員 

 

本学院における 

担当教員 

本学院教

員の担当

コマ数（1

コマ＝1.5

時間） 

南極学特別講義 I 2 青木  茂 

杉山  慎 

青木  茂 

長谷部文雄 

山本 正伸 

7 

南極学特別実習 I（スイス氷河実習） 2 杉山  慎 
杉山  慎 

渡辺  豊 
20 

南極学特別実習 III（野外行動技術実習） 2 杉山  慎 
杉山  慎 

下山  宏 
10 

 

 

生物圏科学専攻 

講義名 

単

位

数 

責任教員 

 

本学院における 

担当教員 

本学院教

員の担当

コマ数（1

コマ＝1.5

時間） 

あなたの研究を伝えよう～生物学研究の発表と

論文執筆の技術 
2 田中 亮一 三輪 京子 1 

フィールド科学特別実習Ⅰ（ International 
training course of ecosystem and environment 
science） 

 
1 

 

柴田 英昭 

 

柴田 英昭 

 
16 

 

 

環境物質科学専攻 

講義名 

単

位

数 

責任教員 

 

本学院における 

担当教員 

本学院教

員の担当

コマ数（1

コマ＝1.5

時間） 

ナノテクノロジー・ナノサイエンス概論 II 2 平井 健二 高橋 仁徳 1 

Leading and Advanced Molecular Chemistry 
and Engineering Ⅲ-2019 1 安住 和久 八木 一三 1 

STSI Fundamentals course 2 小林 幸徳 
Biju Vasudevan 

Pillai 1 

大学院共通授業科目（一般科目）：自然科学・応

用科学 

グリーンエネルギー革新のためのナノサイエン

ス・ナノテクノロジー基礎論 

2 Biju Vasudevan 
Pillai 

Biju Vasudevan 
Pillai 

髙野 勇太 

柚山 健一 

3 
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１３ 公開コースの開催 

１３－１ 令和元年度 PAREプログラム（人口・活動・資源・環境の負の連環 

を転換させるフロンティア人材育成プログラム） 

 

 本プログラムは、文部科学省が行う「大学の世界展開力強化事業」の一つとして平成24年度

から実施され、文部科学省事業としては平成28年度に終了した。平成29年度以降も北海道大学

の農学院、環境科学院、工学院、水産科学院、情報科学研究科の共同で、タイの4大学とイン

ドネシアの3大学と大学院教育コンソーシアムを形成し実施している。令和元年度において

は、本学院で、基礎科目であるPARE基礎論Iの大半の授業を担当し、PARE基礎論Ⅳの責任教員

を藤井准教授が務めた。環境科学院からは4科目で4名受講し、全体では26名の受講であった。

また、サマースクールは「PAREの連環：土地、水、食料、エネルギーの持続的利用と管理」を

テーマに北海道大学を拠点に、スプリングスクールは「PAREの連環：土地、水、エネルギー資

源の持続的利用と管理」のテーマで，タイのチュラロンコン大学を拠点に、いずれも根岸准教

授を責任教員として実施した。環境科学院からはサマースクールに1名、スプリングスクール

に3名参加した。全体ではサマースクールの参加者は22名、スプリングスクールは39名であっ

た。 

 
１３－２ 南極学カリキュラム 
南極学カリキュラムでは，極域・寒冷圏における環境とその変化、地球環境への影響等につ

いて総合的に学ぶ教育プログラムを提供している。平成31年度はプログラムの基幹をなす，南

極学特別講義2科目と南極学特別実習3科目を開講し，規定単位を修得したカリキュラム修了者

5名に修了証書（Diploma of Antarctic Science）を授与した。各プログラムは、大学院共通科

目の他、本学が推進するラーニングサテライトおよびサマーインスティチュート科目として開

講しており、環境科学院を中心に，学内他分野の大学院生が各プログラムを受講し，学生間交

流や幅広い知識獲得の機会となっている。 
本カリキュラムは，極域科学教育に関する国際的な枠組みである国際南極大学

(International Antarctic Institute)の一翼を成すものであり，国立極地研究所，神戸大学，

ETH，ブレーメン大学，タスマニア大学など国内外の研究機関と連携して，国際的な環境教

育・研究を推進するものである。 
 
過去5年間の各講義履修者数，および南極学修了証書の取得者数 

南極学特別科目 H27 H28 H29 H30 H31 
特別講義I 34 33 49 46 48 
特別講義II 17 12 18 12 8 

特別実習I（スイス氷河実習） 10 12 11 11 7 
特別実習II（サロマ湖海氷実習） 9 実施せず 7 実施せず 実施せず 
特別実習III（野外行動技術実習） 36 37 57 32 43 
特別実習IV（母子里雪氷実習） 14 15 19 16 12 

南極学修了証書 2 7 2 10 5 
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１３－３ 令和元年度 大学の世界展開力強化事業 RJE3 プログラムおよび北

極圏大学関連のプログラム 
 

RJE3 プログラムは文部科学省が行う大学の世界展開力強化事業の一つであり，環境科学院，

工学院，文学研究科，農学院，理学院が中心となって申請し，平成 26 年 10 月より開始した事

業である。 
ロシアの基幹 5 大学（ウラジオストクの極東連邦大学，ヤクーツクの北東連邦大学，ユジノサ

ハリンスクのサハリン国立大学，ハバロフスクの太平洋国立大学，イルクーツクのイルクーツク

国立大学）と北海道大学の複数大学院，北海道や極東ロシアの自治体，産業界の代表などで構成

されるコンソーシアム（East Russia-Japan Expert Education Consortium，以下 RJE3 コンソ

ーシアム）を構築し，極東・北極圏の持続可能な環境・文化・開発を牽引する人材を育成するこ

とを目的としている。 
  

令和元年度は、実習と集中講義を大学院共通講義として実施した。 
（１）RJE3 ヤクーツク野外実習：永久凍土生態系実習（令和元年 8 月 4 日〜14 日）：RJE3 基

礎科目の実習として大学院共通科目として実施した。北海道大学からは 8 名参加し（環

境科学院から 1 名、生命科学院から 1 名、工学院から 2 名、農学院から 2 名、水産科学

院から１名、国際食資源学院から 1 名）、ロシア北東連邦大学から 4 名の学生が参加した。

また、講師陣として、環境科学院から２名の教員が現地に赴き、名古屋大学および海洋開

発研究機構からそれぞれ１名が参加した。また、北極域研究センターから 2 名の博士研

究員が参加した。北東連邦大学からは２名の教員が参加し、他にジャーナリスト、ロシア

科学アカデミーIBPC から各１名が講義・実習を分担した。永久凍土やその生態系に関す

る講義の他、日本とロシアの歴史的なつながり、サハの文化なども講義の内容に含まれて

いる。参加者は４つのグループに分かれてミニ研究プロジェクトを実施し、最終日に成果

発表会を実施した。 
（２）RJE3 基礎科目（令和元年 8 月 26 日〜8 月 30 日）：上記のヤクーツク野外実習への参加

者に加え、ロシアの他の４大学と礼文および札幌でのサマースクールに参加した北海道

大学の学生計 42 名（環境科学院の学生１名を含む北大生 26 名、ロシア 5 大学などから

の留学生 16 名）が参加した。参加学生は、北海道・極東・北極圏の歴史と文化、自然環

境、生活環境と地域開発、経済・国際関係についての講義を受講し、５つのグループに分

かれてそれぞれ２つのトピックスを選択し、それらについてグループ討論を行い、最終日

にそのまとめを発表した。環境科学院からは 2 名の教員が講義を担当するとともに、環

境科学院の研究室訪問を実施し、実験や分析設備の見学を含めて研究内容を紹介した。 
（３）RJE3 専門科目：基礎科目に参加したロシアからの学生のうち 5 名が北海道大学に半年間

滞在し、専門科目の講義を履修した。5 名の学生は、環境科学院とロシア北東連邦大学間

の共同修士プログラム Sustainable Development of the Arctic を専攻する学生で、北極

域における開発および環境変動に関する修士論文を作成する予定である。 
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１４ ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）研修 

①地球環境科学研究院・環境科学院 令和元年度 FD 研修会 
「部局における危機対応・業務継続について」 
 開催日時：令和２年１月９日（木）１５：００～１６：００ 
 出席者数：４６名 
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１５ 学位取得状況 

１５−１ 博士論文題目一覧 

 

環境起学専攻 

自然写真および自然番組を通した自然の理解 －自然写真家や自然番組制作者の意図－

（Understanding nature through photography and television programs: The will of nature photographers            

and producers） 大原 尚之（実践環境科学） 

Development of glacial lakes in the Everest and Kangchenjunga regions, Nepal Himalaya(ネパール・

ヒマラヤ，エベレストおよびカンチェンジュンガ地域における氷河湖の発達） CHAND, 
Mohan Bahadur（人間・生態システム） 

Ajwain and its phenolic compound, carvacrol improve cadmium-induced apoptosis in PC12 cells 
(Ajwainとそのフェノール化合物であるカルバクロールは，PC12細胞におけるカドミウム誘導

アポトーシスを改善する） Subrata Banik（環境適応科学） 

地理空間モデルを用いた地域バイオマスエネルギー利用システムの評価 福田 陽一朗（人

間・生態システム） 

Assessing the effects of dike protection systems on rice cropping patterns and water quality in An Giang 
province, Vietnam （ベトナム、An Giang省における稲作パターンと水質に対する堤防保護シス

テムの影響の評価） HUYNH VUONG THU MINH（国際環境保全） 

Protected area-people connectivity in Qinling Zhongnanshan UNESCO Global Geopark, China (中国，

秦嶺・終南山ユネスコ世界ジオパークにおける保護地域と人の結合性)  常 亮（国際環境保

全） 

Population status and processes of recruitment failure of endangered freshwater pearl mussels 
(Margaritifera togakushiensis) in eastern Hokkaido, northern Japan（北海道東部における絶滅危惧

淡水二枚貝コガタカワシンジュガイの個体群の現状と再生産の停止機構） 三浦 一輝（論文

博士） 

Study of the regional climatic impacts of tropical explosive volcanism in the Middle East and North 
Africa region（熱帯の爆発的火山活動が中東および北アフリカの地域気候に与える影響に関す

る研究） Muhammad Mubashar Ahmad Dogar（論文博士） 

 

地球圏科学専攻 

Mechanism of recalcitrant dissolved organic matter production revealed by model marine bacterial 
strains（モデル海洋細菌単離株による難分解性溶存有機物の生成機構の解明） 後藤 周史（大

気海洋化学・環境変遷学） 

Radiocarbon dating of sediments using ramped pyrolysis and its application to the event stratigraphy in 
the Arctic Ocean（昇温熱分解¹⁴C法による堆積物年代推定と北極海イベント層の層位学的研究）

鈴木 健太（大気海洋化学・環境変遷学） 

Application of TOT and BPCA methods to the reconstruction of past biomass burning from sediment 
archives（熱光透過法およびベンゼンポリカルボン酸法を応用した堆積物記録からの過去のバ

イオマス燃焼復元） 芦 松（大気海洋物理学・気候力学） 
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Study on permafrost and ground surface conditions at the Taiga-Tundra boundary in the Indigirka River 
lowland, northeastern Siberia（北東シベリアインディギルカ河川低地タイガ-ツンドラ境界にお

ける永久凍土と地表面状態に関する研究） 鷹野 真也（論文博士） 

 

生物圏科学専攻 

Evaluation and prediction of marine biodiversity changesusing species distribution models（種分布推定

モデルを用いた海洋生物多様性の変化に関する評価と予測） 須藤 健二（水圏生物学） 

Roles of male mate choice and its heterogeneity in reproductive isolation among mutually ornamented 
fishesRoles of male mate choice and its heterogeneity in reproductive isolation among mutually 
ornamented fishes（オスによる配偶者選択と個体差が繁殖隔離に及ぼす影響：雌雄共通装飾をも

つウグイでの検証） 渥美 圭佑（動物生態学） 

Ecological consequences of genetic variation in a foundation species on above- and below-ground 
communities in the field（上部－地下部群集への生態系基盤種の遺伝的変異の影響に関する生態

学的研究） 鍵谷 進乃介（森林圏環境科学） 

Studies on improvement of tolerance to boron deficiency and toxicity in plants（植物におけるホウ素

欠乏・過剰耐性付与の研究） 船川 寛矢（分子生物学） 

On the phylogenetic comparative analysis of directional evolution by Approximate Bayesian Computation
（近似ベイズ計算を用いた方向性進化の分析について） 大久保 祐作（動物生態学） 

Development of non-invasive techniques to measure testosterone in the northern fur seal (Callorhinus 
ursinus) （キタオットセイにおけるテストステロンの非侵襲的な測定手法の開発） 大槻 真

友子（水圏生物学） 

重機を用いた天然更新補助作業における表層土壌残存が実生の初期定着に及ぼす影響
(Influences of leaving surface soil in assisted natural regeneration using heavy machinery on early  
seedling establishment) 山崎 遥（森林圏環境学） 

Chilling tolerance and biomass production of Saccharum × Miscanthus intergeneric hybrids (miscanes) 
in cool climatic conditions of northern Japan（北日本の冷帯気候条件でのサトウキビ属×ススキ属

の属間雑種（ミスケーン）の低温耐性とバイオマス生産） SURAJ KAR（耕地圏科学） 

Studies on the year-round production and quality improvement of baby-leaf vegetables（ベビーリーフ

の周年生産と品質改善に関する研究） 髙濱 雅幹（耕地圏科学） 

Studies on fresh-market tomato production in a plastic high tunnel in low-input alternative systems using 
cover crops and livestock compost（緑肥と家畜堆肥を活用した低投入システムによるプラスチッ

クハウス内での生食トマト生産に関する研究） RAFAEL ALEXANDRE MUCHANGA（耕地圏

科学） 

Implementation of GISH (genomic in situ hybridization)and DNA marker techniques for Festulolium 
breeding（GISHおよびDNAマーカー技術のフェストロリウム育種への利用） 久保田 明人（論

文博士） 

サラブレッド種当歳馬の昼夜放牧飼養管理に関する栄養学的・行動学的研究（Nutritional and 
behavioral studies on grazing management for whole-day stocked Thoroughbred foals） 田辺 智樹

（論文博士） 
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環境物質科学専攻 

Precise control of the environment around active sites toward efficient cooperative catalysis（効率的に

協奏触媒作用を引き出すための活性サイト周辺環境の精密制御） 金 源兌（ナノ環境材料） 

Microspectroscopic investigations and correlations of photoluminescence in microcrystals, nanocrystals 
and assemblies of lead halide perovskitess（ハロゲン化鉛ペロブスカイトのマイクロ結晶、ナノ結

晶および集合体の発光挙動に関する顕微分光学的相関研究） Ghimire Sushant（光電子科学） 

Spectroscopic investigations of photothermal and photochemical activities of electron donor-acceptor 
molecular dyads（電子ドナー・アクセプター連結分子による光熱変換および光化学反応につい

ての分光学的研究） Sasikumar Devika（光電子科学） 

Spatially- and temporally- controlled synthesis and modification of lead halide perovskites by laser  

trapping（レーザー捕捉によるハロゲン化鉛ペロブスカイトの合成と変換の時空間制御） MD. 
JAHIDUL ISLAM（ナノ環境材料） 

 

１５－２ 修士論文題目一覧 
環境起学専攻 

The ecological and morphological characteristics of Larix kaempferi trees damaged by typhoons on the 
slope of Mount Koma, northern Japan（渡島駒ケ岳斜面における台風により被害を受けたカラマ

ツの生態的･形態的特徴） 井口 俊之（人間・生態システム） 

Leaf decomposition and macroinvertebrate assemblages: Does geological difference matter?  （葉分

解過程と無脊椎分解群集：地質環境の違いは重要か？） Tolod Janine Rodulfo（人間・生態シ

ステム） 

Integrating GIS/RS and machine learning techniques to monitor urban expansion of Luanda, Angola（ア

ンゴラ，ルアンダにおける都市拡大のモニタリングのためのGIS/RSおよび機械学習技術の統

合化） Ngolo Armstrong Manuvakola Ezequias（人間・生態システム） 

Tourism and tropical cyclone in Tonga: assessment of damages and recovery of the accommodation 
sector（トンガの観光と熱帯低気圧：宿泊施設の被害と復旧のアセスメント） Tu'ipulotu Sandy 
Siutiti（人間・生態システム） 

A comparative study of the national park systems between mainland China and Taiwan（中国本土と

台湾の国立公園制度の比較研究） 周 晶慧（国際環境保全） 

Testing local adaptation of endangered freshwater pearl mussel Margaritifera togakushiensis to its host 
White-spotted char Salvelinusleucomaenis leucomaenis and implications for conservation（絶滅危惧淡

水二枚貝 コガタカワシンジュガイの宿主魚アメマスに対する局所適応に着目した 保全策の

検討） 伊藤 大雪（人間・生態システム） 

Distribution and area changes of glacial lakes in Nepal by Sentinel-2（Sentinel-2によるネパールの氷

河湖の分布と面積変化に関する研究） 崔 松（国際環境保全） 

Species-specific habitat of Unionoida and elucidation of the distributionhistory in the Ishikari floodplain 
lakes（石狩川氾濫原湖沼群におけるイシガイ目の種特異的な分布および優占種の種および分

布経緯解明） 泉 北斗（人間・生態システム） 
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The need for community involvement in glacial lake research: a case ofImja Glacial Lake Project, Nepa
（氷河湖研究におけるコミュニティ参加の必要性：ネパール，イムジャ氷河湖プロジェクトの      
事例） LIU WEIQI（国際環境保全） 

気候変動が日本温帯域のサンゴ分布に及ぼす影響予測 赤松 知音（人間・生態システム） 

Assessment study of sustainable agriculture focusing on FAO-SAFAbased environmental 
indicators(FAO-SAFAの環境指標を利用した持続可能な農業の評価研究） 今福 梨花（人間・

生態システム） 

海洋健全度指数を用いた北海道沿岸域の環境評価 王 雪純（人間・生態システム） 

Profiling ecotourists from Daisetsuzan National Park, Japan and TarokoNational Park, Taiwan（大雪山

国立公園および台湾，タロコ国立公園におけるエコツーリスト像の分析） 沙 碩（人間・生

態システム） 

Estimation of freshwater discharge from the Kamchatka Peninsula to itssurrounding oceans（カムチャ

ツカ半島から周辺海域への淡水流出量の見積もり） 史 穆清（人間・生態システム） 

GPSロガーを用いた大雪山国立公園における利用者の行動パターンと特性の分析 高田 悠

太郞（人間・生態システム） 

An analysis of hydrological characteristics in the tidal zone ofBekanbeushi river basin（別寒辺牛川感

潮域の水文特性に関する分析） 丁 曼卉（人間・生態システム） 

藻琴川流域の農地圃場を事例とした土壌侵食箇所の地形条件分析と空間分布特性 生田目 

宙延（人間・生態システム） 

“熱帯化”が温帯沿岸域の生物分布や社会に及ぼす影響の評価 前原 せり菜（人間・生態シス

テム） 

Numerical modeling of wind variability and its impact on the stability ofthe power system in the 
Philippines（風の変動に関する数値モデリング及びそれがフィリピンの電力システムの安定性

に与える影響） Lucas Kevin Ray Espanol（人間・生態システム） 

温泉付随ガスの有効利活用に向けた研究：北海道豊富町におけるケーススタディ 髙橋 拓

史（人間・生態システム） 

藍藻からのセリンプロテアーゼ阻害物質の探索 髙橋 良総（環境適応科学） 

Inhibition of apoptosis induced by serum deprivation in PC12 cells byphloretin（PC12細胞におけるフ

ロレチンによる無血清により誘導されたアポトーシスの抑制） 瀧澤 亮太（環境適応科学） 

Effects of furanocoumarins on apoptosis induced by serum deprivation inPC12 cells（PC12細胞におけ

る無血清下に誘導されたアポトーシスに及ぼすフラノクマリンの影響） 三浦 友視（環境適

応科学） 

藍藻 Dolichospermum sp. から得られた酵素阻害物質heterosporinの構造研究 Wang Juting（環

境適応科学） 

高校における探究について －札幌聖心女子学院での事例 小路 楓（実践環境科学） 

環境保全と地域づくりの両立を目指した認証制度に関する考察－羽幌町のシーバードフレン

ドリー認証制度について－ 村瀬 芽依（実践環境科学） 
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Antifouling biocide contamination in the coastal water and sediments ofHokkaido（北海道沿岸域にお

ける代替船底防汚物質の汚染調査） 北 侑高（国際環境保全） 

Assessment of heavy metal levels in children's hair at the dumpsite inLilongwe, Malawi（マラウイ・

リロングウェ市のゴミ廃棄場での児童毛髪中の重金属含有量調査）  SALANJIRA      

TIYAMIKE LIZZIE（国際環境保全） 

Seasonal changes in the distribution of marine litter in the coast of WorldNatural Heritage "Shiretoko"
（世界遺産知床における海岸漂着ゴミ分布の季節変動） 杉田 優（国際環境保全） 

Climate change, Land-use/Land-cover change and incidence ofinfectious diseases in Coimbatore, INDIA 
(1985-2015) （コインバトール（インド）において1985-2015年にかけて見られた気候変動,土地

利用/被覆変化および感染症） SUDHA SURESH（国際環境保全） 

Microplastic pollution due to anthropogenic factors in river sediments ofJakarta northern part areas（ジ

ャカルタ北部における河川堆積物の人為的要因によるマイクロプラスチック汚染） Isnanto 
Solihin Yugo Pratomo（国際環境保全） 

Assessment of mangrove ecosystem variations: a comparative study in Baand Rewa delta, Fiji（マング

ローブ生態系の変化に関する評価: フィジーBaデルタとRewaデルタにおける比較研究）

NAVIA MILIANA SABOTI（国際環境保全） 

An analysis of urban land use/land cover changes and the determinants ofurban growth in Blantyre City, 
southern Malawi（マラウイ南部，ブランタイア市の土地利用土地被覆変化および都市拡大の決

定要因に関する分析） MAWENDA John Mayamiko（国際環境保全） 

 

地球圏科学専攻 

 北太平洋亜熱帯域における海洋大気エアロゾル中の水溶性有機態窒素の起源：海洋表層の微

生物活動との関係 土橋 司（大気海洋化学・環境変遷学） 

 Spatial variations in foliar carbon isotopes and nitrogen contents and NDVI in larch forest of eastern 
Siberia after extreme wet event（異常気象後の東シベリアカラマツ葉の炭素同位体比および窒素

含量とNDVIの空間分布） Nogovitcyn Aleksandr（大気海洋化学・環境変遷学） 

  南パタゴニア氷原Pio XI氷河における近年の氷河前進とそのメカニズム 波多 俊太郎  

（雪氷・寒冷圏科学） 

  Spatiotemporal variation of nitrogen budget in the subarctic region ofwestern North Pacific using excess 
nitrogen N2*（過剰窒素量N2*を用いた北太平洋西部亜寒帯域における窒素収支の時空間変化）

陳 志崗（大気海洋化学・環境変遷学） 

黒潮域におけるタンパク質様蛍光性溶存有機物の動態に関する研究 遠坂 哲（大気海洋化

学・環境変遷学） 

フラジルアイスを考慮した南極沿岸ポリニヤの変動機構 上西園 彩乃（大気海洋化学・環境

変遷学） 

不均一な森林がスカラー量の拡散過程に及ぼす影響 髙木 毬衣（大気海洋化学・環境変遷学） 

ロシア・カムチャッカ半島における2000年以降の氷河表面標高変化 福本 峻吾（雪氷・寒冷

圏科学） 
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最終間氷期における東南極氷床変動の復元 飯塚 睦（大気海洋化学・環境変遷学） 

マヌス海盆堆積物GDGTを用いた過去168万年間の西部太平洋ITCZ変動復元 菊池 壮平（大

気海洋化学・環境変遷学） 

西部北太平洋におけるラン藻Synechococcusの分布と生物地球化学特性 下久保 香奈（大気

海洋化学・環境変遷学） 

鮮新世における南大洋SSTスタックデータの構築とそれに基づく鮮新世CO₂濃度の推定 下野 

智大（大気海洋化学・環境変遷学） 

Spatiotemporal distribution of anthropogenic nitrogen and internal nitrogen dynamics in the Southern 
Ocean（南大洋における人為起源窒素の時空間分布とその内部窒素動態の解明） 潘 先亮（大

気海洋化学・環境変遷学） 

ドームふじアイスコア中の有機分子エアロゾルトレーサー分析による氷期-間氷期サイクルに

伴う炭素質エアロゾル変動の復元 本田 春貴（大気海洋化学・環境変遷学） 

海洋における燃焼起源溶存有機物の存在量を決定する要因の解明 森 雄太郎（大気海洋化

学・環境変遷学） 

Formulation of the disequilibrium for mapping anthropogenic CO₂ in the Southern Ocean（南大洋にお

ける人為起源CO₂マッピングのための非平衡量の定式化） 柚木 駿（大気海洋化学・環境変

遷学） 

Evidence for meltwater discharge from Cordilleran Ice Sheet during the last deglaciation and its impact 
on the marine ecosystem in the Gulf of Alaska（最終融氷期におけるコルディエラ氷床の融氷イベ

ントとそれがアラスカ湾の生態系に与えるインパクト） RAHMAN Md. Arifur（大気海洋化

学・環境変遷学） 

ケープダンレーポリニヤ及び周辺海域における高密度陸棚水の形成・変動過程 井上 海地

（大気海洋物理学・気候力学） 

南極周極流の風応力と海底地形への応答 遠藤 直希（大気海洋物理学・気候力学） 

寒気吹き出しに伴う沿海州風下における雲バンドの蛇行について 織田 将太（大気海洋物

理学・気候力学） 

再解析データを用いたオホーツク海高気圧の形成過程の長期解析 堅田 宏樹（大気海洋物

理学・気候力学） 

非静力学モデルを用いた平成30年7月豪雨の数値実験 木村 惇志（大気海洋物理学・気候力

学） 

北極海の夏の海氷面積変動の要因と予測可能性 佐藤 堅太（大気海洋物理学・気候力学） 

北海道における夏季の強い降水に対する近海のSSTの影響 澤柳 元春（大気海洋物理学・気

候力学） 

渦と海底地形による非線形pseudoimage解とheton型渦対の形成 竹内 猛晶（大気海洋物理

学・気候力学） 

ひまわり８号を用いた台風内部コア領域の風速推定 塚田 大河（大気海洋物理学・気候力学）

旅客機データを用いた晴天乱気流指数の検証 土屋 吉範（大気海洋物理学・気候力学） 
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鳴門海峡における渦対の形成と時間発展の数値実験 山口 卓也（大気海洋物理学・気候力学） 

グリーンランド北西部SIGMA-Aアイスコアの融解再凍結層に含まれる不純物の解析 川上 

薫（雪氷・寒冷圏科学） 

東南極 Adélie/George V Land地域における水塊構造の変動と氷山の影響について 國府 陽一

郎（雪氷・寒冷圏科学） 

グリーンランド北西部カナック氷帽における融解水の流出 近藤 研（雪氷・寒冷圏科学） 

南極ドームふじアイスコアに含まれる過去72万年間の微粒子の化学形態分析 長谷川 大輔

（雪氷・寒冷圏科学） 

グリーンランド北西部ボードインフィヨルドにおける水温・塩分・流速の季節変動 藤支 良

貴（雪氷・寒冷圏科学） 

 

生物圏科学専攻 

 便器表面由来微生物を用いた黒ずみ形成モデルの構築 村松 道敬（分子生物学） 

 Quantifying rocky intertidal sessile community dynamics along the Pacific coast of Japan: implications 
for ecological resilience（日本列島太平洋沿岸における岩礁潮間帯固着生物群集の動態の定量：

生態学的弾性との関連性） 石田 拳（動物生態学） 

 The accuracy of remotely measured tree-stem diameters using a laserequipped caliper, the Gator Eyes 

（レーザー付き輪尺ゲーターアイズを用いて遠隔測定した樹木の幹直径の測定精度）LI ZHOU
（生態系生物学） 

 Growth promotion of a duckweed, Lemna minor , by Azotobacter vinelandii A81 SAJJAD SHUVRO 
KAMAL(分子生物学) 

Nitrous oxide dynamics in stream water during the dormant season in a forested headwater catchment 

（森林源流域における休眠期間における河川水の亜酸化窒素動態） 王 婧雯（森林圏環境学） 

 Quantifying rocky intertidal sessile community dynamics along the Pacific coast of Japan: implications 
for ecological resilience（日本列島太平洋沿岸における岩礁潮間帯固着生物群集の動態の定量：

生態学的弾性との関連性） 石田 拳（動物生態学） 

 シロイヌナズナbor1-1抑圧変異株#156を用いたホウ素欠乏耐性遺伝子の研究 猪股 勇斗（分

子生物学） 

Does compensatory regrowth of Salix drive ongoing evolution in a feeding trait of the leaf beetle 
Plagiodera versicolora?（ヤナギの補償成長はハムシの摂食行動の進化動態を駆動するのか？）

波多腰 純也（森林圏環境学） 

Evaluating genetic consequences of habitat fragmentation in plant populations: a new approach uniting 
demographic genetic analysis and population dynamics modeling（生息地の分断化が植物集団に与

える遺伝的影響の評価：個体群統計遺伝学的解析と個体群動態モデルを用いた新たなアプロ

ーチ） 都築 洋一（生態遺伝学） 

A population genetic study on the distribution changes of two marten species in Hokkaido, Japan（北

海道テン属2種の分布変化に関する集団遺伝学的研究） 成瀬 未帆（生態遺伝学） 
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Variation of reproductive characters among populations in a clonal plant, Convallaria keiskei（クロー

ナル植物スズランの繁殖特性の集団間変異） 三木田 涼佳（生態遺伝学） 

Spatial and temporal aspects of the colonization of Eurasian house mice inferred from mitochondrial 
genome sequences（ミトゲノム解析に基づくユーラシア産ハツカネズミの系統地理学分析：移

動ルートと移動時期の解明） Li Yue（生態遺伝学） 

バイオロギングシステムを用いたクロソイ(Sebastes schlegelii)の回帰・固執行動に関する研究 
辰 吉倫（水圏生物学）  

DAP型ペプチドグリカンによるカイコ自然免疫の活性化 田中 康央（分子生物学） 

植物におけるホウ素栄養依存的な翻訳制御を受ける遺伝子の探索と制御機構の解明 茶木 

康智（分子生物学） 

新規バイオサーファクタントの探索および油井微生物攻法(MEOR)の開発 永尾 竜義（分子

生物学） 

新規チオ硫酸酸化細菌の系統学的及び生理学的特徴付け 望月 純（分子生物学） 

Comparison of ecological traits and reproductive interference between sympatric related plant species 
in alpine zone: A study on Rhododendron diversipilosum and R. subarcticum（高山帯に同所的に生

育する近縁植物の生態特性比較と繁殖干渉：エゾイソツツジとヒメイソツツジを例として）

塩谷 悠希（植物生態学） 

Use of time-series causality test to detect dispersal among local populations of Canada lynx（時系列因

果解析による局所個体群間の移動の推定：オオヤマネコの長期データを用いて） 長塚 健

汰（動物生態学） 

Evaluating effect of multiple dispersers on plant fitness: empirical study using two rodent species 
disperse Japanese walnut（植物の適応度に対して複数種の散布者が及ぼす影響評価：オニグル

ミを散布する2種の齧歯類を用いた実証研究） 大河 龍之介（動物生態学） 

Rocky intertidal alien sessile organisms on the Pacific coast of Japan: 16-year changes in distribution 
and factors affecting invasion success（日本列島太平洋沿岸における岩礁潮間帯の外来固着生物：

16年間の分布変化と侵入成功に影響する要因） 小林 由佳理（動物生態学） 

Pet-derived non-native chipmunks found in Hokkaido Island, Japan（ペット由来の外来シマリスの

北海道への侵入） 澤田 史香（動物生態学） 

三陸沿岸におけるフクロフノリの帯状分布の東北地方太平洋沖地震後の経年変化とその駆動

機構 竹中 映美（動物生態学） 

The influence of the 2011 Tohoku Earthquake on succession of rocky intertidal sessile assemblages （岩

礁潮間帯固着生物群集の）移に対する2011年東北地震の影響） 彭 燁帆（動物生態学） 

マイクロサテライトDNA分析によるスルメイカ精子の受け渡しと獲得に関する研究 大谷 

龍誠（水圏生物学） 

Three-dimensional foraging strategy of lactating northern fur seals (Callorhinus ursinus) in Lovushki 
island, Kuril Islands（千島列島ロブシュキ島における授乳期間中キタオットセイの三次元的な

採餌戦略） 櫻木 雄太（水圏生物学） 

音響手法を用いた高知県西部地区沿岸海域における魚群分布特性に関する研究 朱 妍卉
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（水圏生物学） 

環境変動に対応した安定的コンブ種苗生産に関する基礎的研究 関 憧 平（水圏生物学） 

行動観察と鳴音記録によるシャチの潜水中の餌探索行動に関する研究 薗部 のぞみ（水圏

生物学） 

ミトコンドリアDNAとマイクロサテライトを用いたキタオットセイ Callorhinus ursinus にお

ける集団遺伝学的研究 中鉢 蒼（水圏生物学） 

環境DNAを用いた岩手県大槌湾における冷水性動物プランクトンの時空間的変動に関する研

究 中尾 眞子（水圏生物学） 

臼尻浅海域に出現するホテイウオの繁殖と初期生活に関する生態学的研究 永宮 由琳（水

圏生物学） 

ハスカップにおける遺伝的分化に関する研究～北海道東部と極東における分布の遺伝的解析

～ 纐纈 絵莉（耕地圏科学） 

Relationships between plant communities-environments-microbes along successional sere on post-
mined peatlands, Sarobetsu mire, northern Japan（泥炭採掘跡地における遷移系列に沿った植生-
環境-微生物叢の関連） 星崎 真由美（多様性生物学） 

陸奥湾底層の硝化活性における異なるアンモニア酸化微生物の寄与とその見積もり 相澤 

明香（海洋生物生産学） 

忍路湾産ホソメコンブの栄養塩取り込み速度およびその季節変化 岡崎 良亮（海洋生物生

産学） 

Physiological changes in off-season smolt induced by photoperiod manipulation in masu salmon 
(Oncorhynchus masou)（光周期操作によるサクラマス(Oncorhynchus masou)のスモルト化の早期

誘導とそれに伴う生理学的変化） 鈴木 章太郎（海洋生物生産学） 

サロマ湖における動物プランクトンのバイオマスと群集組成の季節変化 高星 和浩（海洋

生物生産学） 

サケ科魚類に特異的なインスリン様成長因子結合蛋白-1サブタイプの組換え蛋白作製 長谷

川 竜也（海洋生物生産学） 

汽水湖尾駮沼における二酸化炭素分圧の連続観測 東 麗緒菜（海洋生物生産学） 

噴火湾におけるホタテガイとヨーロッパザラボヤの餌競合 向田 知樹（海洋生物生産学） 

森林土壌における土壌物理性と溶存有機物が窒素動態に及ぼす影響 大沼 俊貴（森林圏フ

ィールド科学） 

木本性つる植物が樹幹の生物群集を介して宿主に及ぼす新規の効果 日下部 玄（森林圏フ

ィールド科学） 

日本全域を対象とした河川水中の硝酸イオン濃度と流域特性の関係 坂 領祐（森林圏フィー

ルド科学） 

日本全域大航海中に後悔しないために～サクラマス幼魚の降海前の戦略～ 二村 凌（森林

圏フィールド科学） 
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オジロワシの育雛行動と繁殖成績の関係：ビデオカメラを用いた行動観察と気象要因の分析 
森田 桃（森林圏フィールド科学） 

スギ針葉部における揮発テルペン放出量と内在量の地理変異 吉岡 颯（森林圏フィールド

科学） 

野ネズミ3種の食性の季節変化に伴うニッチ分割：DNAメタバーコーディング法による解析 

渡邊 佳奈（森林圏フィールド科学） 

北海道日本海南西部における降海型アメマスの回遊生態に関する研究 黒田 充樹（水産生

物学） 

 

環境物質科学専攻 

Hf-Betaゼオライトのポスト合成における添加フッ素の効KRISBIANTORO PHILIP ANGGO（ナ

ノ環境材料） 中村 太一（ナノ環境材料） 

白金合金ナノワイヤー触媒における酸素還元反応活性の向上 李 天馳（ナノ環境材料） 

Hybrid molecular materials based on Mn-Cr oxalate coordination polymers with supramolecular 
structures（超分子構造を導入したMn-Crオキザレート配位高分子を基礎とする分子性複合材料）

呉 佳冰（光電子科学）  

Development of a facile reliable method to evaluate photocatalytic activity with formaldehyde as a key 
substance（ホルムアルデヒドを利用する簡易かつ精密な光触媒活性評価法の開発） Amalia 
Fitri Rizki（環境触媒化学） 

Hydrothermal synthesis and characterization of octahedral-shaped anatase particles as pure titania 
photocatalyst samples（純粋酸化チタン(IV)光触媒試料としての八面体形状アナタース粒子の

水熱合成と特性評価） 李 聿珉（環境触媒化学） 

6位を修飾したオマエザレン誘導体の合成研究 岩谷 怜生（生体物質科学） 

ゲノムマイニングを活用した藍藻由来の二次代謝産物の探索 武田 皇太（生体物質科学） 

マイチリピンCの合成研究 辻 滉一（生体物質科学） 

乳酸部を修飾したドラスタチン16誘導体の合成研究 吉田 達紀（生体物質科学） 

蛍光ソルバトクロミック色素を用いた顆粒層細胞の染色と画像解析 生見 翔平（生体物質

科学） 

ピリジン架橋型ジホスフィン保護サブナノ金クラスターの合成と合金化 板倉 寛（ナノ環

境材料） 

Si/SiC多孔質フィルターへのCeO2の担持と環境水汚染物質分解触媒への応用 伊藤 あおい

（ナノ環境材料） 

Perfluoroalkyl基を有する多孔性Zr錯体の合成及び吸着特性 伊藤 彰則（ナノ環境材料） 

プロパナールの選択酸化を促進するMoVOx触媒の探索 小山田 駿（ナノ環境材料） 

金属微粒子を内包したイオン交換樹脂による水中からの硝酸イオンの除去と水素化分解 
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加藤 航基（ナノ環境材料） 

Nafion極薄膜/Pt(111)界面構造の解析 金内 理矩（ナノ環境材料） 

Development of high-performance catalysts for ozonation of ammonia nitrogen in water toward 
wastewater treatment（廃水処理に向けたアンモニア態窒素のオゾン酸化を促進する高性能触媒

の開発） KRISBIANTORO PHILIP ANGGO（ナノ環境材料） 

Structure and optical properties of gold cluster/polyoxometalate hybrids（金クラスター／ポリオキ

ソメタレートハイブリッドの構造と光学特性） 胡 瀚（ナノ環境材料） 

リン酸ホウ素触媒を用いたグリセリンの気相脱水反応 近藤 諒（ナノ環境材料） 

光反応性4-スチリルピリジン配位子を有するウェルナークラスレートの合成と性質 張 雲

雅（ナノ環境材料） 

Synthesis and characterization of novel diarsine-ligated Au13 clusters（新規なジアルシン配位型Au13
クラスターの合成と同定） 張 凡（ナノ環境材料） 

Pt-Ni合金ナノ構造体の電極触媒活性に及ぼす担体の効果 中干場 亮太（ナノ環境材料） 

多層被覆CdSナノロッドによる水の可視光電解酸化 永井 かなえ（ナノ環境材料） 

異なる手法で形成したグラフェン/金属への電気化学的分子修飾 西山 佳祐（ナノ環境材料） 

酸素還元活性に対するカーボンナノチューブへの銅–鉄共ドーピング効果 藤林 那月（ナノ

環境材料） 

中空型巨大ポリ酸の内部空間設計と機能開拓 村田 千夏（ナノ環境材料） 

Pt/C触媒表面の分子修飾による酸素還元反応活性への影響 村松 舜（ナノ環境材料） 

水中過塩素酸イオンを水素化分解する担持ルテニウム触媒の高性能化と反応機構の解明 劉 

佳浩（ナノ環境材料） 

可視光励起に誘起されるサブナノ金クラスターの酸化還元挙動 渡邊 響（ナノ環境材料） 

ピリジニウム誘導体—大環状クラウンエーテルからなる超分子カチオンを用いた[Ni(dmit)2]
塩の構造と融解挙動 土井 雄登（光電子科学） 
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１５−３ 修業年限修業学位取得率 
 

博士後期課程 

 

 入学者数 

平成 31・令和元年度までの修了者 

標準年限内 

修了者数 

取得率 

（％） 

平成 29 年４月 

入学者 
13 3 23.07 

 
※修士（博士前期）課程は省略（概ね年限内で取得している） 
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１６ 研究成果発表状況 
 
１６－１ 査読有り論文 
 
  平成31／令和元年度に受理された査読有り論文を専攻毎にまとめる。下線の氏名は環境科学院学

生（修了者も学院所属時の発表ならば含む）、イタリックの氏名は学院教員、括弧内は受理日（年／月

／日）を表しており、受理された年度（４月１日－３月 31 日）で分けている。なお、教員のみの業績につ

いては各部局の報告等に所載するため掲載していない。専攻を跨いでいる業績に関しては*印を付け

ている（以下同じ）。 
 
環境起学専攻 
Akter, M., Ullar, A. K. M. A., Rahaman, M. S., Rahman, M. M., Sikder, M. T., Hosokawa, T., 

Saito, T., Kurasaki, M. (2019) Stability enhancement of silver nanoparticles through 
surface encapsulation via a facile green synthesis approach and toxicity reduction. 
Journal of Inorganic and Organometallic Polymers and Materials 30, 1956–1965. 
(2019/10/30) 

Avtar, R., Tripathi, S., Aggarwal, A. K. (2019) Assessment of Energy-Population-
Urbanization Nexus with changing energy industry scenario in India. Land 8(8), 124. 
(2019/8/10) 

Avtar, R., Tripathi, S., Aggarwal, A. K., Kumar, P. (2019) Population-urbanization-energy 
nexus: A review. Resources 8(3), 136. (2019/7/23) 

Banik, S., Akter, M., Bondad, S. E. C., Saito, T., Hosokawa, T., Kurasaki, M. (2019) Carvacrol 
inhibits cadmium toxicity through combating against caspase dependent/independent 
apoptosis in PC12 cells. Food and Chemical Toxicology 134, 110835. (2019/9/21) 

Bondad, S. E. C., Kurasaki, M. (2020) Analysis of cadmium, epigallocatechin gallate, and 
vitamin C co-exposure on PC12 cellular mechanisms. Bilogical Trace Element Research 
198, 627–635. (2020/2/25) 

Chakraborty, S., Avtar, R., Raj, R., Minh, H. V. T.  (2019) Village level provisioning 
ecosystem services and their values to local communities in the peri-urban areas of 
Manila, the Philippines. Land 8(12), 1777. (2019/11/18) 

Chand, M. B., Watanabe, T. (2019) Development of supraglacial ponds in the Everest region, 
Nepal, between 1989 and 2018. Remote Sensing 11(9), 1058. (2019/5/2) 

Chang, L., Watanabe, T. (2019) The mutual relationship between protected areas and their 
local residents: The case of Qinling Zhongnanshan UNESCO Global Geopark, China. 
Environments 6(5), 49. (2019/4/25) 

Hong, H. T. C., Avtar, R., Fujii, M. (2020) Monitoring changes in land use and distribution of 
mangroves in the southeastern part of the Mekong River Delta, Vietnam. Tropical 
Ecology 60, 552–565. (2019/12/4) 

Hossain, K. F. B., Rahman, M. M., Sikder, M. T., Hosokawa, T., Saito, T., Kurasaki, M. (2020) 
Regulatory effects of dihydrolipoic acid against inorganic mercury-mediated 
cytotoxicity and intrinsic apoptosis in PC12 cells. Ecotoxicology and Environmental 
Safety 192, 110238. (2020/1/21) 

Ishiyama, N., Miura, K., Yamanaka, S., Negishi, J. N., Nakamura, F. (2019) Contribution of 
small isolated habitats in creating refuges from biological invasions along a 
geomorphological gradient of floodplain waterbodies. Journal of Applied Ecology 57(3), 
548–558. (2019/10/21) 

Li, G., Li, J., Otsuka, Y., Zhang, S., Takahashi, M., Yamada, K. (2020) A BODIPY-based 
fluorogenic probe for specific imaging of lipid droplets. Materials 13(3), 677. (2020/2/1)* 

Manish, R., Avtar, R. (2019) Urban green spaces and their need in cities of rapidly urbanizing 



 - 43 - 

India: A review. Urban Science 3(3), 94. (2019/8/20) 
Mawenda, J., Watanabe, T., Avtar, R. (2020) An analysis of urban land use/land cover 

changes in Blantyre city, southern Malawi (1994–2018). Sustainability 12(6), 2377. 
(2020/3/16) 

Minh, H. V. T., Avtar, R., Kumar, P., Tran, D. Q., Ty, T. V., Behera, H. C., Kurasaki, M. (2019) 
Groundwater quality assessment using Fuzzy-AHP in An Giang Province of Vietnam. 
Geosciences 9(8), 330. (2019/7/24) 

Minh, H. V. T., Avtar, R., Mohan, G., Misra, P., Kurasaki, M. (2019) Monitoring and mapping 
of rice cropping pattern in flooding area in the Vietnamese Mekong Delta using 
Sentinel-1A data: A case of An Giang Province. International Journal of Geo-
Information 8(5), 211. (2019/5/4) 
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１７ 修了後の進路 
 
１７－１ 博士後期課程修了者 
 

令和元年度修了者（令和２年５月１日現在） 
 
就職先別統計 
農業・林業 1，製造業 1，学術研究，専門・技術サービス 11，教育・学習支援 11，サー 
ビス業 1，公務員 3， 
計 28 
 
主な進路 
環境起学専攻 
鶴居村役場，北海道再生可能エネルギー振興機構，Tao Yoga Arts Hokkaido，北海道立総合研 
究機構，北海道大学，斜里町立知床博物館，Jahangirnagar University，Cantho University 
 
地球圏科学専攻 
沼津高等工業専門学校，東京大学，東京大学大気海洋研究所，北海道大学（環境） 
 
生物圏科学専攻 
青森県農林水産部水産振興課，北海道大学，株式会社野崎採種場，北海道大学（北方生物圏フ 
ィールド科学センター），テキサス A&M 大学（海外学振），テキサス州立大学，北海道立総合 
研究機構道南農業試験場，防衛省防衛研究所 
 
環境物質科学専攻 
北海道大学（電子科学研究所），Johnson Matthey Japan G.K.，国立研究開発法人産業技術総

合研究所東北センター，ルーベン・カトリック大学，北海道大学（電子科学研究所）  
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１７−２ 修士（博士前期）課程修了者 
 
令和元年度修了者（令和２年５月１日現在） 
 
就職先別統計 
博士後期課程進学（他大学院を含む） 27，農業・林業 2，建設業 5，製造業 36，電気・ 
ガス・熱・水道 8，情報通信業 13，卸売・小売 5，金融・保険 2，学術研究，専門・技 
術サービス 10，生活関連サービス業・娯楽業 1，教育・学習支援 4，複合サービス 2， 
その他サービス業 2，公務員 8， 
計 125  
 
 
主な進路 
環境起学専攻 
株式会社森林テクニクス，認定 NPO 法人 霧多布湿原ナショナルトラスト，トンガ王国観光省， 
イカリ消毒株式会社，AI Sapporo Labo，日本水中映像株式会社，クレアリア，国際航業株式会 
社，国土交通省国土地理院，大成建設株式会社，株式会社海遊館，自然電力株式会社，日本工営 
株式会社，日清シスコ株式会社，株式会社シマノ，富士通株式会社，公益財団法人北海道環境財
団，JA 全農，株式会社シグマクシス，Ministry of Natural Resources, Energy and Mining，独 
立行政法人国際協力機構，自然資源エネルギー鉱山省 
 
地球圏科学専攻 
ボッシュ株式会社，株式会社日立ソリューションズ東日本，株式会社ニトリ，NTTデータ北海道，
PwCコンサルティング合同会社，三井物産株式会社，IHI，東京電力ホールディングス，ピー・シ
ー・エー株式会社，NECソリューションイノベータ，NTTコムソリューションズ，エリクソン， 
NTTデータ，三菱 UFJ銀行，今治造船株式会社，ダイヤコンサルタント，滋賀県立八日市高等学 
校 
 
生物圏科学専攻 
豊田通商株式会社，ロシュ・ダイアグノスティクス株式会社，いなばペットフード株式会社，徳 
島県庁，株式会社キオクシア，北海道電力株式会社，JA全農（全国農業協同組合連合会），日立 
化成株式会社，日本エア・リキード，京都市役所，株式会社ズコーシャ，環境省，イオン北海道 
株式会社，株式会社荏原製作所，岩谷産業，今治造船株式会社，株式会社沖縄環境分析センター， 
ユーロフィン NDSC F&E株式会社，株式会社フラワーショップ花誠，日本放送協会，マルハニチロ 
株式会社，日清丸紅飼料株式会社，株式会社日晃工務店，フィード・ワン株式会社，日本エヌ・ 
ユー・エス株式会社，十勝清水町役場，株式会社モロオ，ヤマハモーターソリューション株式会 
社，株式会社フォスター電機，三菱重工，北海道ガス 
 
環境物質科学専攻 
日本ケミコン株式会社，東洋紡株式会社，株式会社環境科学研究所，日鉄日立システムエンジニ 
アリング株式会社，三恵技研工業株式会社，日本クロージャー株式会社，北海道旭川北高等学校，
株式会社レンゴー，INCLUSIVE株式会社，SUBARU株式会社，YKK株式会社，株式会社北海道パワ 
ーエンジニアリング，昭和電工株式会社，National Taiwan University，マイクロン・テクノロ 
ジ株式会社，株式会社ワールドインテック，株式会社 KOKUSAI ELECTRIC，王子ホールディング 
ス株式会社，東レ株式会社，日産自動車株式会社，日本発条株式会社，DOWAホールディングス株 
式会社，株式会社京都セミコンダクタ―，株式会社日本製鋼所 
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１８ 規程 

 

 
北海道大学大学院環境科学院規程 

平成１７年４月１日 

海大達第４９号 

第１章 総則 

（趣旨） 

第１条 この規程は，国立大学法人北海道大学組織規則（平成16年海大達第31号）第27条の３第４項の

規定に基づき，環境科学院（以下「本学院」という。）の教育課程等に関し必要な事項を定めるもの

とする。 

（目的） 

第１条の２ 本学院は，自然科学に基礎をおき，地球規模の環境問題の解明と解決を目指す教育研究を

行うとともに，これらの課題に取り組む研究者及び高度専門職業人の養成を目的とする。 

第１章の２ 専攻及び課程 

（専攻） 

第１条の３ 本学院に，次の専攻を置く。 

環境起学専攻 

地球圏科学専攻 

生物圏科学専攻 

環境物質科学専攻 

（課程） 

第２条 本学院の課程は，博士課程とする。 

第２章 入学，再入学，転学，所属変更及び転専攻 

（入学） 

第３条 本学院に入学することのできる者は，北海道大学大学院通則（昭和29年海大達第３号。以下

「通則」という。）第４条第５項に規定する修士課程（以下「修士課程」という。）にあっては，通

則第10条第１項各号のいずれかに，通則第４条第５項に規定する博士後期課程（以下「博士後期課

程」という。）にあっては，通則第10条第２項各号のいずれかに該当する者とする。 

２ 前項に規定する者のうち，本学院の行う選考に合格した者については，教授会の議を経て，総長が

入学を許可する。 

（再入学及び転学） 

第４条 通則第13条各号に該当する者が本学院に再入学又は転学を願い出た場合は，選考の上，教授会

の議を経て，総長がこれを許可することがある。 

（所属変更及び転専攻） 

第４条の２ 通則第13条の２第１号に該当する者が本学院に所属の変更を願い出た場合及び通則第13条

の２第２号に該当する者が転専攻を願い出た場合は，選考の上，教授会の議を経て，学院長がこれを

許可することがある。 

第３章 授業科目，修了要件，履修方法及び試験 

（授業科目及び単位） 

第５条 各専攻の授業科目及び単位は，別表のとおりとする。 

２ 前項に規定する授業科目のほか，必要がある場合においては，教授会の議を経て，臨時の授業科目

を設けることができる。 
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（単位数の計算の基準） 

第５条の２ 各授業科目の単位数を定めるに当たっては，１単位の授業科目を45時間の学修を必要とす

る内容をもって構成することを標準とし，授業の方法に応じ，当該授業による教育効果，授業時間外

に必要な学修等を考慮して，次の基準により単位数を計算するものとする。 

(1) 講義については，15時間の授業をもって１単位とする。 

(2) 演習については，30時間の授業をもって１単位とする。 

(3) 実習については，45時間の授業をもって１単位とする。 

（課程の修了要件） 

第６条 修士課程の修了要件は，大学院に２年以上在学し，30単位以上を修得し，かつ，必要な研究指

導を受けた上，修士課程の目的に応じ，本学院の行う修士論文又は特定の課題についての研究の成果

の審査及び試験に合格することとする。ただし，在学期間に関しては，優れた業績を上げた者につい

ては，大学院に１年以上在学すれば足りるものとする。 

２ 本学院において教育上有益と認めるときは，本学院の他の専攻，北海道大学（第10条において「本

学」という。）の大学院の研究科，他の学院若しくは教育部の専攻の授業科目又は学部の授業科目若

しくは北海道大学専門横断科目規程（平成31年海大達第50号）に定める専門横断科目を指定して履修

させ，修士課程の単位とすることができる。 

３ 本学院において教育上有益と認めるときは，北海道大学大学院共通授業科目規程（平成12年海大達

第24号）に定める授業科目（次条において「共通授業科目」という。）を指定して履修させ，修士課

程の単位とすることができる。 

第７条 博士課程の修了要件は，大学院に５年（修士課程に２年以上在学し，当該課程を修了した者に

あっては，当該課程における２年の在学期間を含む。）以上在学し，修士課程において30単位以上，

博士後期課程において10単位以上をそれぞれ修得し，かつ，必要な研究指導を受けた上，本学院の行

う博士論文の審査及び試験に合格することとする。ただし，在学期間に関しては，優れた研究業績を

上げた者については，大学院に３年（修士課程に２年以上在学し，当該課程を修了した者にあって

は，当該課程における２年の在学期間を含む。）以上在学すれば足りるものとする。 

２ 前条第１項ただし書の規定による在学期間をもって修士課程を修了した者の博士課程の修了の要件

については，前項中「５年（修士課程に２年以上在学し，当該課程を修了した者にあっては，当該課

程における２年の在学期間を含む。）」とあるのは「修士課程における在学期間に３年を加えた期

間」と，「３年（修士課程に２年以上在学し，当該課程を修了した者にあっては，当該課程における

２年の在学期間を含む。）」とあるのは「３年（修士課程における在学期間を含む。）」と読み替え

て，前項の規定を適用する。 

３ 前２項の規定にかかわらず，学校教育法施行規則（昭和22年文部省令第11号）第156条の規定によ

り，大学院への入学資格に関し修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認められた者が，博

士課程の後期３年の課程に入学した場合の博士課程の修了の要件は，大学院に３年以上在学し，10単

位以上を修得し，かつ，必要な研究指導を受けた上，本学院の行う博士論文の審査及び試験に合格す

ることとする。ただし，在学期間に関しては，優れた研究業績を上げた者については，大学院に１年

以上在学すれば足りるものとする。 

４ 本学院において教育上有益と認めるときは，共通授業科目を指定して履修させ，第１項の規定によ

り修得すべき単位とすることができる。 

（長期履修） 

第８条 本学院において，学生が職業を有している等の事情により，標準修業年限を超えて一定の期間

にわたり計画的に教育課程を履修し課程を修了することを希望する旨を申し出たときは，教授会の議

を経て，その計画的な履修（以下「長期履修」という。）を認めることができる。 
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２ 長期履修に関し通則第４条の２に定めるもののほか，本学院において必要な事項は，教授会の議を

経て，学院長が別に定める。 

（他大学の大学院等における履修等） 

第９条 本学院において教育上有益と認めるときは，教授会の議を経て，学生が他の大学の大学院の授

業科目を履修し，又は外国の大学の大学院若しくは国際連合大学本部に関する国際連合と日本国との

間の協定の実施に伴う特別措置法（昭和51年法律第72号）第１条第２項に規定する1972年12月11日の

国際連合総会決議に基づき設立された国際連合大学（次条において「国際連合大学」という。）にお

いて学修することを認めることができる。 

２ 前項の規定により学生が履修した授業科目について修得した単位又は学修の成果については，修士

課程及び博士後期課程を通して10単位を超えない範囲において，教授会の議を経て第６条第１項又は

第７条の規定により修得すべき単位の一部とみなすことができる。 

３ 本学院において教育上有益と認めるときは，教授会の議を経て，学生が他の大学の大学院若しくは

研究所等又は外国の大学の大学院若しくは研究所等において必要な研究指導を受けることを認めるこ

とができる。ただし，修士課程の学生について認める場合には，当該研究指導を受ける期間は，１年

を超えないものとする。 

（入学前の既修得単位の認定） 

第10条 本学院において教育上有益と認めるときは，教授会の議を経て，新たに本学院に入学した学生

が，本学院に入学する前に本学若しくは他の大学の大学院において履修した授業科目について修得し

た単位（科目等履修生として履修した授業科目について修得した単位を含む。）又は外国の大学の大

学院若しくは国際連合大学において学修した成果を，本学院に入学した後の本学院における授業科目

の履修により修得したものとみなすことができる。 

２ 前項の規定により修得したものとみなすことができる単位数は，本学大学院において修得した単位

以外のものについては，修士課程及び博士後期課程を通して10単位を超えない範囲において，第６条

第１項又は第７条の規定のより修得すべき単位の一部とすることができる。 

（履修方法） 

第11条 授業科目の履修方法の細目については，教授会の議を経て，学院長が定める。 

（試験） 

第12条 各授業科目の試験（以下「科目試験」という。）は，当該授業科目の授業が終了した学期末に

行う。ただし，やむを得ない事由があるときは，教授会の議を経て，臨時に実施することができる。 

（成績の評価） 

第13条 科目試験の成績は，秀，優，良，可及び不可の５種とし，秀，優，良及び可を合格とする。 

（学位論文の提出期日） 

第14条 修士課程及び博士課程の学位論文は，本学院の定める期日までに提出しなければならない。 

第４章 課程修了の認定 

（課程修了の認定） 

第15条 修士課程及び博士課程の修了は，当該課程の修了要件を満たした者について，教授会の議を経

て，総長がこれを認定する。 

第５章 特別聴講学生，特別研究学生及び外国人留学生 

（特別聴講学生） 

第16条 本学院において特定の授業科目を履修し，単位を修得しようとする他の大学の大学院又は外国

の大学の大学院の学生があるときは，教授会の議を経て，特別聴講学生としてこれを許可することが

できる。 

２ 特別聴講学生は，学期又は学年ごとに許可する。 



 - 87 - 

３ 特別聴講学生に係る試験及び成績の評価については，第12条及び第13条の規定を準用する。 

（特別研究学生） 

第17条 本学院において研究指導を受けようとする他の大学の大学院又は外国の大学の大学院の学生が

あるときは，教授会の議を経て，特別研究学生としてこれを許可することができる。 

第18条 削除 

（外国人留学生） 

第19条 通則第47条の規定による外国人留学生の入学については，教授会の議を経て，総長がこれを許

可することがある。 

附 則 

１ この規程は，平成17年４月１日から施行する。 

２ 北海道大学大学院通則の一部を改正する規則（平成17年海大達第45号）附則第２項に規定する地球

環境科学研究科の地圏環境科学専攻，生態環境科学専攻，物質環境科学専攻又は大気海洋圏環境科学

専攻に在学する者（以下「地球環境科学研究科在学者」という。）に係る教育課程の実施及び課程修

了の認定は，同附則第４項の規定に基づき環境科学院が行うものとし，当該地球環境科学研究科在学

者に係る教育課程，課程修了の要件その他教育に関し必要な事項は，環境科学院において別に定め

る。 

３ 北海道大学大学院地球環境科学研究科規程（平成５年海大達第15号）は，廃止する。 

附 則（平成18年４月１日海大達第95号） 

この規程は，平成18年４月１日から施行する。 

附 則（平成19年４月１日海大達第140号） 

１ この規程は，平成19年４月１日から施行する。 

２ 平成19年３月31日に本学大学院に在学する者（以下この項において「在学者」という。）及び同年

４月１日以降に在学者の属する年次に入学する者については，改正後の第13条の規定にかかわらず，

なお従前の例による。 

附 則（平成19年12月26日海大達第285号） 

この規程は，平成19年12月26日から施行する。 

附 則（平成20年４月１日海大達第83号） 

１ この規程は，平成20年４月１日から施行する。 

２ 平成20年３月31日に本学大学院に在学する者（以下この項において「在学者」という。）及び同年

４月１日以降に在学者の属する年次に入学する者については，改正後の別表の規定にかかわらず，な

お従前の例による。 

附 則（平成22年４月１日海大達第95号） 

この規程は，平成22年４月１日から施行する。 

附 則（平成23年４月１日海大達第121号） 

この規程は，平成23年４月１日から施行する。 

附 則（平成27年４月１日海大達第128号） 

１ この規程は，平成27年４月１日から施行する。 

２ 平成27年３月31日に本学大学院に在学する者（以下この項において「在学者」という。）及び同年

４月１日以降に在学者の属する年次に入学する者については，改正後の別表の規定にかかわらず，な

お従前の例による。 

附 則（平成28年４月１日海大達第92号） 

１ この規程は，平成28年４月１日から施行する。 

２ 平成28年３月31日に本学大学院に在学する者（以下この項において「在学者」という。）及び同年
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４月１日以降に在学者の属する年次に入学する者については，改正後の北海道大学大学院環境科学院

規程の規定にかかわらず，なお従前の例による。 

附 則（平成29年４月１日海大達第120号） 

この規程は，平成29年４月１日から施行する。 

附 則（平成31年４月１日海大達第101号） 

１ この規程は，平成31年４月１日から施行する。 

２ 平成31年３月31日に本学大学院に在学する者（以下この項において「在学者」という。）及び同年

４月１日以降に在学者の属する年次に入学する者については，改正後の別表の規定にかかわらず，な

お従前の例による。 

 

別表（第５条関係） 

環境起学専攻 

授業科目 単位 備考 

修士課程  修士課程の修了要件 

必修科目12単位を含み，合計30単

位以上を修得すること。 

（必修科目）  

環境起学論文講読Ⅰ 4 

環境起学特別研究Ⅰ 8 

（選択科目）  

環境科学基礎論 2 

国際環境保全学総論 2 

環境汚染比較特論 2 

地生態資源学特論 2 

気候変動影響特論 2 

自然環境学総論 2 

環境解析学総論 2 

水循環学特論 2 

環境情報地理学特論 2 

水資源学特論 2 

流域環境学特論 2 

環境保全学特論 2 

寒冷陸圏環境学特論 2 

環境解析法演習Ⅰ 2 

環境解析法演習Ⅱ 2 

山岳環境観測法実習 4 

統合自然環境調査法実習 2 

統合環境地理調査法実習 4 

環境適応学総論 2 

環境適応学特論 2 

環境計量学特論 2 

統合環境分析法実習 4 

環境起学基礎演習 1 

実践環境科学総論Ⅰ 2 
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実践環境科学総論Ⅱ 2 

実践環境科学特論 2 

実践環境科学演習Ⅰ 1 

実践環境科学演習Ⅱ 1 

実践環境科学実習Ⅰ 1 

実践環境科学実習Ⅱ 1 

実践環境科学インターンシップⅠ 2 

実践環境科学インターンシップⅡ 2 

国際科学コミュニケーション法特論 2 

環境起学特別講義Ⅰ 2 

環境起学特別講義Ⅱ 2 

環境起学特別講義Ⅲ 2 

環境科学英語ライティング特論 2 

 

博士後期課程 

 

（必修科目）  

環境起学論文講読Ⅱ 4 

環境起学特別研究Ⅱ 8 

地球圏科学専攻 

授業科目 単位 備考 

修士課程  修士課程の修了要件 

必修科目12単位を含み，合計30単

位以上を修得すること。 

（必修科目）  

地球圏科学論文講読Ⅰ 4 

地球圏科学特別研究Ⅰ 8 

（選択科目）  

古環境学基礎論 2 

地球雪氷学基礎論 2 

大気海洋物理学基礎論 2 

大気海洋化学基礎論 2 

古海洋学特論 2 

対流圏化学特論 2 

陸圏物質循環学特論 2 

古気候変動学特論 2 

大気圏化学特論 2 

化学海洋学特論 2 

海洋生物地球化学特論 2 

環境分析化学特論 2 

生物地球科学特論 2 

氷河・氷床学特論 2 

雪氷水文学特論 2 

寒冷圏気象・気候学特論 2 
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理論雪氷学特論 2 

大気環境科学特論 2 

極域海洋学特論 2 

大気力学特論 2 

海洋力学特論 2 

気候変動特論 2 

気候モデリング特論 2 

地球流体力学特論 2 

大気海洋解析法特論 2 

遠隔情報学特論 2 

地球圏科学特別講義Ⅰ 2 

地球圏科学特別講義Ⅱ 2 

地球圏科学特別講義Ⅲ 2 

地球圏科学特別講義Ⅳ 2 

地球圏科学演習Ⅰ 4 

地球圏科学演習Ⅱ 4 

地球圏科学実習Ⅰ 4 

地球圏科学実習Ⅱ 4 

地球雪氷学実習Ⅰ 2 

地球雪氷学実習Ⅱ 2 

博士後期課程  

（必修科目）  

地球圏科学論文講読Ⅱ 4 

地球圏科学特別研究Ⅱ 8 

生物圏科学専攻 

授業科目 単位 備考 

修士課程  修士課程の修了要件 

必修科目12単位を含み，合計30単

位以上を修得すること。 

（必修科目）  

生物圏科学論文講読Ⅰ 4 

生物圏科学特別研究Ⅰ 8 

（選択科目）  

多様性生物学基礎論 2 

生態学基礎論 2 

分子生物学基礎論 2 

海洋生物環境学基礎論 2 

フィールド科学基礎論 2 

生物生産学基礎論 2 

多様性生物学特論Ⅰ 2 

多様性生物学特論Ⅱ 2 

生態遺伝学特論Ⅰ 2 

生態遺伝学特論Ⅱ 2 
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環境分子生物学特論Ⅰ 2 

環境分子生物学特論Ⅱ 2 

植物生態学特論Ⅰ 2 

植物生態学特論Ⅱ 2 

動物生態学特論Ⅰ 2 

動物生態学特論Ⅱ 2 

海洋生物圏環境科学特論Ⅰ 2 

海洋生物圏環境科学特論Ⅱ 2 

水圏科学特論Ⅰ 2 

水圏科学特論Ⅱ 2 

森林圏科学特論Ⅰ 2 

森林圏科学特論Ⅱ 2 

森林圏科学特論Ⅲ 2 

森林圏科学特論Ⅳ 2 

耕地圏科学特論Ⅰ 2 

耕地圏科学特論Ⅱ 2 

生物圏科学特別講義Ⅰ 2 

生物圏科学特別講義Ⅱ 2 

生物圏科学実習Ⅰ 4 

生物圏科学実習Ⅱ 4 

フィールド科学特別実習Ⅰ 1 

フィールド科学特別実習Ⅱ 1 

博士後期課程  

（必修科目）  

生物圏科学論文講読Ⅱ 4 

生物圏科学特別研究Ⅱ 8 

環境物質科学専攻 

授業科目 単位 備考 

修士課程  修士課程の修了要件 

必修科目18単位，選択必修科目か

ら8単位以上を含み，合計30単位以

上を修得すること。ただし，環境物

質科学実習Ⅰ及び環境物質科学実習

Ⅱの単位は，修了に必要な単位数に

算入することができない。 

（必修科目）  

環境物質科学論文講読Ⅰ 4 

環境物質科学特別研究Ⅰ 8 

環境物質科学基礎論Ⅰ 2 

環境物質科学基礎論Ⅱ 2 

環境物質科学基礎論Ⅲ 2 

（選択必修科目）  

分子環境学特論Ⅰ 2 

生体物質科学特論Ⅰ 2 

生体物質科学特論Ⅱ 2 

ナノ環境材料化学特論Ⅰ 2 

ナノ環境材料化学特論Ⅱ 2 
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ナノ環境材料化学特論Ⅲ 2 

光電子科学特論Ⅰ 2 

光電子科学特論Ⅱ 2 

環境触媒化学特論Ⅰ 2 

環境触媒化学特論Ⅱ 2 

（選択科目）  

分子環境学特論Ⅱ 2 

分子環境学特論Ⅲ 2 

環境物質科学特別講義Ⅰ 1 

環境物質科学特別講義Ⅱ 1 

環境物質科学特別講義Ⅲ 1 

環境物質科学特別講義Ⅳ 1 

環境物質科学実習Ⅰ 4 

環境物質科学実習Ⅱ 4 

博士後期課程  

（必修科目）  

環境物質科学論文講読Ⅱ 4 

環境物質科学特別研究Ⅱ 8 

環境科学院共通科目 

授業科目 単位 備考 

修士課程   

（選択科目）  

環境科学総論 2 

環境科学研究基礎論 1 

国際環境科学実習Ⅰ 1 

国際環境科学実習Ⅱ 1 

国際環境科学研究Ⅰ 2 

国際環境科学研究Ⅱ 2 

博士後期課程  

（選択科目）  

国際環境科学特別研究Ⅰ 2 

国際環境科学特別研究Ⅱ 2 

国際環境科学特別研究Ⅲ 2 
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１９ 予算 

年度 
（単位：千円） 

運営費交付金 

令和元年度 ７，６５３ 

 

２０ 安全管理 

実施項目 防災訓練 

実施日 ６月２４日 

実施内容：火災避難訓練，化学薬品吸着剤の取扱い，排風機の取扱い，AED の使用方法，防火・避難

設備の説明 

実施項目 安全教育 

実施時期 ４月 

実施内容：「安全の手引き」，「安全の手引き DVD版」，「化学薬品の取扱いについて」，「安全マニュア

ル 環境科学院」を活用して安全教育を各研究室等単位で実施 

実施項目 職場巡視 

実施時期 １０月～１２月 

実施内容：各研究室・実験室等における労働災害等を未然に防止するため，及び，省エネルギーの意

識を高めるために，全ての実験室・居室等を対象に実施 

 

 

２１ 国際交流協定 
部局間交流協定 
 

国・地域名 機関名 締結日 備考 

1 アメリカ合衆国 
イリノイ大学大学院シカゴ校 
UIC Graduate College, The University of Illinois at 
Chicago 

平成5年7月14日 
（更新：平成30年3月31日）  

2 インドネシア共和国 パランカラヤ大学 
University of Palangka Raya 

平成7年3月16日 
（更新：平成9年12月13日) 
（更新：平成15年11月21日) 
（満了：平成18年8月25日) 

※ 

3 英国（イギリス） ノッティンガム大学  
University of Nottingham 

平成8年2月9日 
（廃止：平成14年2月6日）  

4 ネパール連邦民主共和国 
トリブバン大学科学技術研究科 
Institute of Science and Technology, Tribhuvan 
University 

平成9年10月17日 
（更新：平成12年10月17日） 
（更新：平成16年1月20日） 
（満了：平成22年10月23日） 

※ 

5 中華人民共和国 
蘭州大学資源環境学院 
School of Earth and Environmental Sciences, Lanzhou 
University 

平成9年11月17日 
（更新：平成14年11月17日） 
（更新：平成19年11月17日） 
（満了：平成22年4月9日） 

※ 

6 マレーシア 
マレーシア・サバ大学科学技術研究科 
School of Science and Technology, Universiti Malaysia 
Sabah 

平成10年1月16日 
（廃止：平成15年1月15日）  

7 中華民国（台湾） 

国立成功大学永続環境科技研究センター 
国立成功大学環境工程学系 
Sustainable Environment Research Center, National 
Cheng Kung University 
Department of Environmental Engineering, National 
Cheng Kung University 

平成22年9月2日 
（廃止：平成28年3月31日）  ※ 
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8 ドイツ連邦共和国  
GEOMAR ヘルムホルツ キール海洋研究センター
GEOMAR | Helmholtz Centre for Ocean 
Research Kiel 

平成24年5月31日 
（更新：平成29年11月10日）  

9 中華民国（台湾） 
国立東華大学環境学院 
College of Environmental Studies, National Dong Hwa 
University 

平成24年6月25日 
（満了：平成30年3月19日） ※ 

10 アメリカ合衆国 
ユタ大学大学院・ナノ研究所 
Graduate School/ Nano Institute of Utah, University of 
Utah 

平成25年1月22日 
（更新：平成30年1月22日）  

11 マレーシア 
マレーシア・サバ大学熱帯生物保全研究所 
Institute for Tropical Biology and Conservation, 
Universiti Malaysia Sabah 

平成26年2月5日 
（更新：平成31年2月5日） ※ 

12 マレーシア 
マレーシア大学テレンガヌ校海洋科学・環境科学部 
School of Marine Science and Environment, Universiti 
Malaysia Terengganu 

平成26年9月29日  

13 ノルウェー王国 オスロ大学地球科学科 
Department of Geosciences, University of Oslo 平成27年2月16日  

14 中華人民共和国 
香港科技大学理学院 
School of Science, The Hong Kong University of Science 
and Technology 

平成27年12月28日  

15 アメリカ合衆国 

カリフォルニア大学サンディエゴ校スクリプス 
海洋研究所 
The Regents of the University of California on behalf of 
its San Diego campus’s Scripps Institution of 
Oceanography 

平成28年3月17日  

16 ノルウェー王国 
オスロ大学数学・自然科学部 
The Faculty of Mathematics and Natural Science, 
University of Oslo 

平成29年7月13日  

17 中華人民共和国 
華東師範大学地球科学部 
Faculty of Earth Sciences, East China Normal 
University 

平成29年10月23日  

18 イタリア共和国 
トリノ大学農学，森林科学及び食品科学部 
Department of Agricultural, Forest and Food Science, 
University of Turin 

平成29年10月26日  

19 インドネシア共和国 
イスラム大学数学・自然科学部 
Faculty of Mathematics and Natural Sciences, Islamic 
University of Indonesia 

平成30年2月27日  

20 ロシア連邦 北東連邦大学 
North-Eastern Federal University 平成30年7月26日  

21 中華人民共和国 
武漢紡織大学化学・化学工学院 
College of Chemistry and Chemical Engineering, 
Wuhan Textile University 

令和元年10月15日  

22 タイ王国 ヴィデャシリメディ科学技術大学 
Vidyasirimedhi Institute of Science and Technology 令和2年2月27日  

※：後日大学間交流締結 
 
大学間交流協定 

 国・地域名 機関名 締結日 備考 

1 大韓民国 ソウル大学校 
Seoul National University 

平成9年10月1日 
（更新：平成14年10月1日） 
（更新：平成19年10月1日） 
（更新：平成24年10月1日） 
（更新：平成29年10月1日） 

 

2 大韓民国 釜慶大学校 
Pukyong National University 

平成12年10月25日 
（更新：平成17年10月25日） 
（更新：平成22年10月25日） 
（更新：平成27年10月25日） 

 

3 フィンランド共和国 オウル大学 
University of Oulu 

平成13年12月11日 
（参画：平成24年1月） 
（更新：平成28年12月11日） 

 

4 アメリカ合衆国 ハワイ大学マノア校 
University of Hawaii at Manoa 

平成15年6月30日 
（参画：平成22年10月） 
（更新：平成25年6月30日） 
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5 中華人民共和国 南開大学 
Nankai University 

平成18年5月11日 
（更新：平成23年5月11日） 
（更新：平成28年5月11日） 

 

6 インドネシア共和国 パランカラヤ大学 
University of Palangka Raya 

平成18年8月26日 
（更新：平成23年8月26日） 
（更新：平成28年8月26日） 

※ 

7 スイス連邦 スイス連邦工科大学 
Swiss Federal Institute of Technology Zurich (ETH) 

平成19年6月13日 
（更新：平成23年5月30日） 
（更新：平成28年7月21日） 
（更新：平成30年6月13日） 

※ 

8 ロシア連邦 
極東連邦総合大学 
Far Eastern Federal University 
（現 極東連邦大学 
Far Eastern Federal University） 

平成19年11月12日 
（更新：平成26年9月25日）  

9 オーストラリア連邦 タスマニア大学 
University of Tasmania 

平成21年1月9日 
（更新：平成26年1月9日）  

10 ドイツ連邦共和国  ブレーメン大学 
Universität Bremen 

平成22年2月11日 
（更新：平成27年2月11日）  

11 中華人民共和国 蘭州大学 
Lanzhou University 

平成22年4月9日 
（更新：平成27年4月9日）  

12 ネパール連邦民主共和国 トリブバン大学 
Tribhuvan University 

平成22年10月24日 
（更新：平成27年10月24日） ※ 

13 中華人民共和国 東南大学 
Southeast University 

平成22年10月29日 
（更新：平成27年10月29日） ※ 

14 中華人民共和国 厦門大学 
Xiamen University 

平成22年11月25日 
（更新：平成27年11月25日）  

15 中華人民共和国 中国海洋大学 
Ocean University of China 

平成23年2月3日 
（更新：平成28年2月3日）  

16 中華人民共和国 西北農林科技大学 
Northwest A&F University 

平成23年10月13日 
（更新：平成28年10月13日）  

17 中華民国（台湾） 国立中興大学 
National Chung Hsing University 

平成24年3月14日 
（更新：平成29年3月14日）  

18 ロシア連邦 北東連邦大学 
North-Eastern Federal University 

平成24年4月2日 
（更新：平成29年4月2日）  

19 大韓民国 成均館大学校 
Sungkyunkwan University 

平成24年12月27日 
（更新：平成29年12月27日）  

20 中華民国（台湾） 国立成功大学 
National Cheng Kung University 

平成25年1月23日 
（更新：平成30年1月23日）  

21 インドネシア共和国 バンドン工科大学 
Institut Teknologi Bandung  平成26年3月20日  

22 フィリピン共和国 フィリピン大学 
The University of The Philippines 平成26年7月16日 ※ 

23 マレーシア マレーシア・サバ大学 
Universiti Malaysia Sabah 平成28年4月12日 ※ 

24 中華民国（台湾） 国立東華大学 
National Dong Hwa University 平成29年6月7日 ※ 

25 インド インド工科大学ボンベイ校 
Indian Institute of Technology Bombay 平成30年1月15日  

26 インド インド工科大学マドラス校 
Indian Institute of Technology Madras 平成30年3月26日  

27 インド インド工科大学ハイデラバード校 
Indian Institute of Technology Hyderabad 平成30年4月2日  

※：責任部局として参画 
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